
 

平成２６年度 
 

飯田市当初予算（案）の概要 
 

 

 

 

 

目  次 

 

 

平成 26年度飯田市予算（案）の概要                 … １ 

 

平成 26年度飯田市各会計予算（案）の概要              … ５ 

 

一般会計 歳入 主な内容                      … ７ 

 

一般会計 目的別歳出 主な内容                   … ９ 

 

一般会計 性質別歳出 主な内容                   … 11 

  

 市政経営の５つの基本方針と平成 26年度予算の概要          … 13 

 

政策強化特別予算枠事業                       … 15 

 

５つの基本方針の実現に向けて                    … 16 

 

概要補足資料                            … 39 

 

 当初予算における行財政改革                     … 51 

 

 

 

長野県飯田市 



平成26年度 飯田市予算（案）の概要 

 

はじめに 

 

平成 26 年度予算は、リニア中央新幹線のルート及び駅位置が公表されてから初めての予算となる

ことから、政策強化特別予算枠を確保するなど、リニア時代を見据えて見通しが「立つ」ことに主

眼を置きました。また庁舎や公民館など防災拠点の耐震化を進めるとともに、4月からの消費税率

の引上げによる景気の腰折れを防ぐ国の緊急経済対策に積極的に呼応して、地域経済の活性化と社

会福祉の充実に向けた取り組みを強化することにより、予算規模が459億 2千万円(前年度対比6.1%

の増)と過去最大規模となる積極型予算を編成しました。 

一方、地方交付税や臨時財政対策債の減額を踏まえ、より一層の事業の選択と集中を図るととも

に、徹底した事業の見直しを行うなど歳出削減に努めましたが、財政調整のために前年度以上に基

金を取り崩さざるを得ないという厳しい状況にあります。また今後、リニアに向けた地域づくりや

社会福祉に関する経費の増加も見込まれるため、不断の行財政改革に取り組み、持続可能な財政運

営に努めながら、第 5次基本構想基本計画とリニア将来ビジョンの実現に向けて取り組みます。 

 

１ 平成２６年度 飯田市当初予算の総額   

 

(1)平成 26 年度当初予算額 

一般会計   ４５９億２,０００万円   （対前年比 ＋ 6.1％） 

特別会計   ４７４億２,８０５万５千円 （対前年比 ＋ 7.1％） 

合  計   ９３３億４,８０５万５千円 （対前年比 ＋ 6.6％） 

 

(2)増減の主な要因 

 ①一般会計 

対前年比２６億４８百万円（6.1％）の増 

防災拠点である庁舎や公民館の耐震整備、竜峡共同調理場移転改築などの大規模事業、6 次産

業化の支援、国の経済対策に呼応した給付金事業等を予算化したことが主な要因 

 ②特別会計 

対前年比３１億２７百万円余（7.1％）の増 

病院事業会計が２６億円余（17.8％）伸びたことが主な要因。これは地方公営企業会計の制度

改正に伴い、退職給与等の引当てが義務付けられ、過年度分の不足額を特別損失として計上し

たことによるもの 

 

２ ５つの基本方針における予算の特徴 

 

(1)経済的自立度を高める多様な産業施策の推進 

リニア中央新幹線と三遠南信自動車道の開通を見据えて、「地域経済活性化プログラム 2014」

の重点プロジェクトに取り組みます。 

○特徴的な新規・拡充事業等                            単位：千円 

 ◆新たな産業用地の検討                                               25,000 

 ◆６次産業化の推進                           205,000 

◆起業家発掘事業                             6,124 

◆消費拡大対策事業                                                     1,500 

関連資料「地域経済活性化プログラム 2014」Ｐ39 
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(2)地育力によるこころ豊かな人づくり 

   「飯田市教育振興基本計画」及び「地育力向上連携システム推進計画」に沿った人材育成の

取り組みや文化芸術の振興を図ります。 

○特徴的な新規・拡充事業等                              単位：千円 

◆飯田の子ども学力アップチャレンジ事業                                 3,492 

◆地育力活用学力向上支援事業                                           1,000 

関連資料「５つの基本方針における人材育成･人材活用(2)」Ｐ43 

 

(3)安心して健やかに暮らせるまちづくり 

 ① 地域健康ケア計画による「市民総健康」と「生涯現役」を推進するとともに、子育て支援施

策の充実を図ります。 

○特徴的な新規・拡充事業等                      単位：千円 

 ◆(仮称)こども家庭応援センターの開設準備                               2,990 

 ◆臨時福祉給付金、子育て世帯臨時特例給付金の給付           564,914 

関連資料「地域健康ケア計画 2014」Ｐ44 

 

 ② 暮らしと生命を守るために、想定される東海地震等への対策や公共交通の利用促進、橋りょ

う等のインフラの維持・長寿命化に取り組みます。 

○特徴的な新規・拡充事業等                               単位：千円 

◆緊急輸送道路沿道建築物の実態調査                   6,675 

◆庁舎整備事業                                           2,148,948 

 ◆公民館・自治振興センターの耐震化                                   519,275 

関連資料「災害に強い安全なまちづくりに向けて」Ｐ45 

       「インフラ・公共施設の長寿命化と維持補修への投資による既存ストックの活用」Ｐ46 

 

(4)自然・環境と調和した「低炭素社会・飯田」づくり 

  環境モデル都市の実現に向けて、住民主体のエネルギー事業と省エネルギーの取り組みを強化

します。また、「飯田市ポイ捨て等防止による環境美化を推進する市民条例」の理念に沿った市民

と協働する取り組みを進めます。 

○特徴的な新規・拡充事業等                                単位：千円 

 ◆「分権型エネルギー自治」の推進                                      2,000 

◆環境美化指導員の配置                                                 4,689                                

関連資料「リニア時代にふさわしい環境モデル都市づくり」Ｐ47 

 

(5)多様性に富んだ暮らしと文化を次世代に継承する地域づくり 

  リニア時代に向けた交流の拡大と社会資本整備の検討を進めます。また、山・里・街それぞれ

の魅力的な文化と暮らしや地域資源を磨き継承する取り組みを進めます。 

○特徴的な新規・拡充事業等                                単位：千円 

 ◆リニア駅周辺整備基本構想の検討                                   31,062 

◆スマートインターチェンジ設置に関する調査                            50,000 

◆拠点間機能連携調査の実施                       3,000 

◆飯田駅周辺プロジェクト事業                      4,500 

◆桜並木の整備検討                           2,000 

◆恒川遺跡群の保存活用                        16,694 

◆菱田春草生誕地記念公園の整備                    80,467 

2



関連資料 「リニア推進ロードマップ」Ｐ48 「中山間地域の振興に向けて」Ｐ50 

「第２期飯田市中心市街地活性化基本計画の推進」Ｐ49 

 

３ 一般会計歳入歳出予算のポイント 

(1)歳入予算の特徴 関連資料「一般会計 歳入 主な内容と増減内訳」 Ｐ7   

① 市税：３百万円(0.0％)の減 

   ・個人市民税  ４５百万円(1.0％)の増 復興特別税の加算 

   ・法人市民税  １６百万円(1.7％)の増 企業収益の回復 

   ・固定資産税  ３２百万円(0.6％)の減 地価の下落 

・たばこ税   ３０百万円(4.0％)の減 販売本数の減少 

② 地方消費税交付金：１億７１百万円(13.9％)の増 

 ・地方消費税率の引上げによる増額 

  地方消費税交付金の増額分は、全額を社会保障施策に要する経費に充当 

③ 地方交付税：前年度同額 

④ 市債：１２億９２百万円余(24.4％)の増 

・事業債  庁舎・公民館等の防災拠点づくり事業や竜峡共同調理場移転改築等により 

１３億８０百万円余の増 

・臨時財政対策債  ８８百万円の減 

⑤ 財源調整のための主要４基金の繰入額 ９億４３百万円(前年度対比３億２３百万円の増) 

 

(2)歳出予算の特徴  関連資料「一般会計 目的別歳出 主な内容と増減内訳」 Ｐ9 

 ① 総務費：対前年比 １０億２２百万円余（20.1%）の増 

        庁舎整備事業費の増額が主な要因 

② 民生費：対前年比 ５億７３百万円余（4.3%）の増 
     臨時福祉給付金、子育て世帯臨時特例給付金の計上が主な要因 

③ 衛生費：対前年比 １億７１百万円余（3.5%）の増 
     広域負担金（焼却場）の増が主な要因 

④ 農林水産業費：対前年比 ２億４１百万円余（20.9%）の増 
       ６次産業化を進める民間事業者への補助金の増が主な要因 

⑤ 商工費：対前年比 １億４８百万円余（5.9%）の減 
          天龍峡道路整備、航空宇宙産業貸工場建設負担金の減が主な要因 

⑥ 消防費：対前年比 ２億５８百万円余（17.0%）の減 
       消防救急無線デジタル化事業の減が主な要因 

⑦ 教育費：対前年比 ８億７８百万円余（20.7%）の増 
        竜峡共同調理場改築、伊賀良小第２体育館整備、公民館等耐震化整備が主な要因 

 

(3)持続可能な行財政運営 

・平成 26 年度の一般会計、特別会計を合わせた全会計の地方債残高(臨時財政対策債を除く)は平

成 25 年度より約１１億円減少し７４６億７千万円余となる見込みです。 

財政運営目標では、後期基本計画最終年度の平成 28 年度末で７００億円以下に削減するこ

ととしています。 

・主要４基金は、平成 26 年度当初予算において９億５４百万円余取り崩すため、年度末の残高は

４３億５６百万円余になる見込みです。 

  財政運営目標では、平成 28 年度末で３０億円程度確保することとしています。 

  ※主要４基金 財政調整基金、減債基金、公共施設等整備基金、ふるさと基金の４基金 

関連資料「当初予算における行財政改革」Ｐ51 
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【歳　入】

その他
11億2,875万円（2.5％）

市債 市税
66億60万円（14.4％） 129億6,140万円（28.2％）

諸収入
23億6,191万円（5.1％）

繰入金 譲与税・交付金等
13億4,187万円（2.9％） 20億300万円（4.3％）

県支出金
25億1,190万円（5.5％）

国庫支出金 地方交付税
49億8,771万円（10.9％） 分担金・負担金 111億5,000万円（24.3％）

８億7,286万円（1.9％）

【歳　出】

その他 議会費
３億4,440万円（0.8％） ２億8,778万円（0.6％）

公債費 総務費
49億8,230万円（10.8％） 61億1,147万円（13.3％）

教育費 民生費
51億1,111万円（11.1％） 138億5,140万円（30.2％）

消防費 衛生費
12億6,843万円（2.8％） 51億2,075万円（11.1％）

土木費 労働費
48億359万円（10.5％） ２億7,113万円（0.6％）

商工費 農林水産業費
23億6,845万円（5.2％） 13億9,919万円（3.0％）

その他 人件費
4,430万円（0.1％） 60億3,295万円（13.1％）

普通建設事業費
70億4,705万円（15.4％）

繰出金 扶助費
55億9,879万円（12.2％） 74億5,282万円（16.2％）

貸付金
17億3,496万円（3.8％）

公債費
投資・出資金 49億8,230万円（10.8％）
６億7,227万円（1.5％）

積立金

４億10万円（0.9％）

補助費等 維持補修費 物件費
58億4,541万円（12.7％） ５億4,642万円（1.2％） 55億6,265万円（12.1％）

一般会計予算額 【459億2,000万円】

歳　入

目的別

性質別
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平成26年度　飯 田 市 各 会 計 予 算（案）の 概 要

26年度 (A) 25年度 (B)  (A)-(B)  (C) (C)/(B)

ケーブルテレビ放送事業特別会計

国民健康保険特別会計

予　　　算　　　額 比　　　　　較

事 業 勘 定

直 診 勘 定

0.3

4,600 4,600 0

会　　 　　計　　 　　名

一 般 会 計 6.1

0.0

水 道 事 業 会 計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

特 別 会 計 の 計

駐 車 場 事 業 特 別 会 計

墓 地 事 業 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

地 方 卸 売 市 場 事 業 特 別 会 計

1,236,100 1,171,200

上村デイサービスセンター特別会計

介護老人保健施設事業特別会計 688,300 702,300 △ 14,000 △ 2.0

34,500 27,700

計

45,920,000 43,272,000 2,648,000

10,034,600 10,008,190 26,410

病 院 事 業 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

64,900 5.5

10,382,100 10,068,000 314,100 3.1

32,700 16,400 16,300 99.4

73,200 70,000 3,200 4.6

21,000 13,800 7,200 52.2

145,900 151,900 △ 6,000 △ 3.9

4,277,700 135,800 3.34,141,900

6,800 24.5

131,000 129,000 2,000 1.6

17,266,255 14,655,062 2,611,193 17.8

3,100,100 3,141,000 △ 40,900 △ 1.3

47,428,055 44,301,052 3,127,003 7.1

93,348,055 87,573,052 5,775,003 6.6
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（単位：千円、％）

 保険給付費 6,824,735   後期高齢者支援金等 1,353,829   介護納付金 568,437

 共同事業拠出金 1,013,496   保健事業費 84,701

 公共下水道事業 349,000　公共下水道排水費 302,187  松尾浄化管理センター管理費 456,574

農業集落排水事業 145,492　公債費 2,532,313

 収益的収入 12,447,000   収益的支出 15,313,000(うち特別損失2,887,729)

 資本的収入 1,088,077   資本的支出 1,953,255

 収益的収入 2,257,400   収益的支出 2,052,800   資本的収入 288,400   資本的支出 1,047,300

 （うち鉛製給水管布設替146,610　老朽管更新64,500　鼎配水池整備38,000　緊急連絡管整備事業 70,000）

主          な          内          容

 三穂診療所、上村歯科診療所

 後期高齢者医療広域連合納付金 1,200,383

 保険給付費 10,005,971   地域支援事業費 174,953

 施設管理費 608,368   施設事業費 79,932

 総務費 23,100(うち施設改修7,323)   サービス事業費 11,115

 竜東維持管理費 63,825   遠山郷維持管理費 20,892   公債費 45,044

一般

国保

後高

 遠山簡易水道の管理運営 68,032   施設整備 20,000

介護

 卸売市場費 28,100(うち消火設備工事18,000)

 中央、本町、飯田駅、駅西、扇町各駐車場の管理運営 68,160

 霊園の管理運営 14,335(うち西部霊園造成6,400)

市場

駐車

墓地

簡水

下水

老施

水道

特会

 計

デイ

ケテ

病院
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予　　算　　額 (A)の
26年度(A) 25年度(B) 構成比 (A)-(B) (C) (C)/(B)

１ 市 税 12,961,400 12,964,400 28.2 △ 3,000 △ 0.0

２ 地 方 譲 与 税 434,000 461,000 0.9 △ 27,000 △ 5.9

３ 利 子 割 交 付 金 23,000 33,000 0.1 △ 10,000 △ 30.3

４ 配 当 割 交 付 金 38,000 25,000 0.1 13,000 52.0

５ 株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 1,000 4,000 0.0 △ 3,000 △ 75.0

６ 地 方 消 費 税 交 付 金 1,398,000 1,227,000 3.0 171,000 13.9

７ 自 動 車 取 得 税 交 付 金 50,000 84,000 0.1 △ 34,000 △ 40.5

８ 地 方 特 例 交 付 金 41,000 40,000 0.1 1,000 2.5

９ 地 方 交 付 税 11,150,000 11,150,000 24.3 0 0.0

10 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 18,000 18,000 0.0 0 0.0

13 国 庫 支 出 金 4,987,711 4,414,681 10.9 573,030 13.0

15 財 産 収 入 36,573 35,293 0.1 1,280 3.6

16 寄 附 金 11,000 11,000 0.0 0 0.0

17 繰 入 金 1,341,874 880,187 2.9 461,687 52.5

18 繰 越 金 500,000 500,000 1.1 0 0.0

20 市 債 6,600,600 5,308,000 14.4 1,292,600 24.4

合　　　　　　計 45,920,000 43,272,000 100.0 2,648,000 6.1
※表示単位未満四捨五入。各項目と合計は一致しない場合がある。

19 諸 収 入 2,361,906 2,357,193

7.2

5.1 4,713 0.2

14 県 支 出 金 2,511,898 2,342,373 5.5 169,525

　　　　　【平成26年度】　一般会計　歳入  主な内容と増減内訳

増　　減
区　　　　　　分

12 使 用 料 及 び 手 数 料 581,182 575,976 1.3 5,206 0.9

11 分 担 金 及 び 負 担 金 872,856 840,897 1.9 31,959 3.8
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単位：千円

主　　　　　　な　　　　　　内　　　　　　容 増減(A)-(B)の主な内容

市税

地方揮発油譲与税 126,000　自動車重量譲与税 308,000 揮発油譲与税 △9,000　重量譲与税 △18,000 地譲

利子

配当

株式

消費

自取

地特

普通交付税 10,300,000　特別交付税 850,000 地交

交通

分負

住宅使用料 158,336　ごみ処理手数料 143,299 住宅使用料 14,033

戸籍等手数料 50,206　休日夜間診療所 44,769 休日夜間診療所使用料 2,269

斎苑使用料 38,552　道路河川占用料 38,230 体育施設使用料 1,500

体育施設 21,733　文化会館 19,500 地域人形劇センター観覧料 △10,000

建築確認手数料 7,880　美術博物館 6,510 小笠原資料館観覧料 △924

負担金 臨時福祉給付金 432,325

  民生費 3,415,014（児童手当 1,303,099　障害 830,134　生活保護 489,456 道路改良 196,750

　　　　　               　民間保育所 424,174　ひとり親家庭 142,482） 子育て世帯臨時特例給付金 132,589

　衛生費 29,000（保険基盤安定） 学校給食設備整備 55,492

補助金 障害児施設措置費等負担金 29,858

  総務費 11,725(地域少子化対策 6,725　過疎集落等自立再生 5,000) 障害者自立支援給付費負担金 18,304

  民生費 636,443(臨時福祉給付 432,325 小学校施設整備 18,247

                       子育て世帯臨時特例給付 132,589) 障害者医療負担金 12,240

  衛生費 13,474(環境保全 7,624　成人保健 3,203) 生活困窮者自立促進 11,000

  商工費 19,540(天龍峡 18,640　市街地 900) 地域の元気臨時交付金 △277,000

  土木費 657,040(道路 540,900　橋りょう 62,150　住宅 28,590) 住宅建設 △39,572

　消防費 15,382(消防施設 10,772　災害対策 4,610) 天龍峡整備 △33,405

　教育費 169,362(学校給食 55,492　文化財保護 43,917)

負担金 ６次産業化ネットワーク活動 205,000

  民生費 1,165,631(障害 400,727　児童手当 285,418　民間保育所 212,087） 知事選挙 31,241

  衛生費 174,250（保険基盤安定） 林道改良・舗装・開設 25,702

補助金 障害児通所給付費等負担金 14,929

  民生費 399,122(医療給付 211,676　民間保育所 57,970 統計調査委託（臨時調査） 13,194

  　　　　　　　　　　地域子育て 47,984　児童健全育成 34,023） 地域子育て支援対策臨時特例 10,876

  労働費 24,321(雇用対策) 後期高齢者医療保険基盤安定事業負担金 9,209

  農林費 389,409(農業振興 230,173　林業振興 66,931 県議会議員選挙 6,565

　　　　　　　　　　　農政対策 77,387　国土調査 7,822) 新規就農・経営継承総合支援事業 4,500

委託金 民間保育子育て支援対策臨時特例 △120,387

  総務費 219,012(県民税 158,540) 参議院議員選挙 △38,200

林道開設 △14,527

財産貸付料 24,848　基金運用収入 5,787　不動産売払収入 5,061 財産貸付料 595　基金運用 351　配当金 334 財産

ふるさと寄附金 5,000　奨学資金 6,000 寄附

財調 500,000　減債 223,000　公共施設 200,000　ふるさと 31,706 財調 200,000　減債 73,000

社会福祉施設 51,000　庁舎 266,171　地域雇用創出推進 27,914 公共施設 50,000　ふるさと △37,294 繰入

過疎自立促進 23,570　菱田春草 16,000　財産区 2,513 社会福祉施設 17,350　庁舎 163,454

繰越

貸付金元利収入 1,714,191(商工制度資金 1,500,000　生活資金 170,000） スポーツ振興 20,000 　鳥獣被害防止 12,650

雑入 546,133　受託事業収入 97,382 土地改良施設維持管理 △25,200

合併特例債・・・2,979,900 庁舎整備事業債 752,600

　庁舎 1,897,500　社会教育施設 465,800　地域振興基金 285,000 学校給食事業債 595,300

　道路 159,400　住宅 108,700　文化財 30,800 小学校建設事業債 226,000

過疎対策事業債・・・80,700 道路新設改良事業債 160,400

　公共交通体系 29,000　林道 22,700　道路 21,100 社会教育施設整備事業債 120,000

　消防施設 6,200　老人福祉 1,700 文化会館整備事業債 △245,100

その他・・・3,540,000 消防施設事業債 △211,500

　土木 495,000　消防施設 58,700　臨時財政対策債 2,062,000 臨時財政対策債 △88,000

市債

諸入

国庫

県費

市民税 5,535,000(個人 4,578,000　法人 957,000）
固定資産税 5,739,400　軽自動車税 264,200　市たばこ税 720,000
入湯税 4,000　都市計画税 698,800

使手

個人現年 45,000（1.0％）　法人現年 16,000（1.7％）
固定現年 △32,000（△0.6％）
たばこ △30,000（△4.0％）

農林費分担金 70,060（非補助土地改良 70,000）
民生費負担金 733,702(保育料 674,702　老人措置 59,000)

道路改良(広域連合分) 29,540　保育料 10,479
福祉企業センター措置(他市分) △2,109
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　　　　　【平成26年度】一般会計　目的別歳出　主な内容と増減内訳

区　　　　　　分 26年度 (A) 25年度 (B) (A)の構成比 (A)-(B) (C) (C)/(B)

１　議  　 会  　 費 287,782 286,113 0.6 1,669 0.6

２　総　 　務 　　費 6,111,471 5,088,843 13.3 1,022,628 20.1

３　民　 　生　 　費 13,851,404 13,278,362 30.2 573,042 4.3

４　衛　 　生　 　費 5,120,747 4,948,892 11.1 171,855 3.5

５　労　 　働　 　費 271,129 280,558 0.6 △ 9,429 △ 3.4

６　農 林 水 産 業 費 1,399,185 1,157,203 3.0 241,982 20.9

７　商　 　工　 　費 2,368,446 2,517,003 5.2 △ 148,557 △ 5.9

９　消　 　防 　　費 1,268,434 1,527,359 2.8 △ 258,925 △ 17.0

11　災  害  復  旧  費 4,300 4,300 0.0 0 0.0

12　公　 　債 　　費 4,982,296 4,975,986 10.8 6,310 0.1

13　諸 　支 　出 　金 300,100 300,100 0.7 0 0.0

14　予　 　備　 　費 40,000 40,000 0.1 0 0.0

878,245

43,272,000

4,634,4134,803,593

合　　　　計

10　教　 　育　 　費

８　土　 　木 　　費

20.7

169,18010.5

45,920,000

5,111,113 4,232,868 11.1

6.12,648,000100.0

予　　算　　額 増　　減

3.7
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主　　　　　な　　　　　内　　　　　容 増  減  の  主  な  内  容

議会費 287,782 議員人件費 2,175 議会

庁舎整備 2,148,948　退職手当 536,863　総務一般管理 149,521
地域振興住宅整備 114,480　住民情報システム管理 110,288
地域自治支援 104,200
リニア中央新幹線飯田駅整備推進基金積立 100,000
市民バス等運行 99,511　リニア推進・調査 96,688　広域負担金 95,921
自治振興センター管理 93,359　課税事務委託 70,722
ケーブルテレビ特会繰出 45,100　文書管理 41,481
賦課費 38,567　地域交流センター管理費 35,310

庁舎整備 920,535　地域振興住宅整備 114,480
リニア調査 45,324　知事選挙 31,241
広域負担金 20,263　総務一般管理 15,908
農業委員会委員選挙 14,881　市民バス等運行 13,232
臨時統計調査 13,194　電子申請届出ｼｽﾃﾑ管理 9,858
リニア中央新幹線飯田駅整備推進基金積立 △200,000
集会施設整備 △50,947　市議会議員選挙 △44,774
参議院議員選挙 △38,200

総務

児童手当 1,873,935　障害者福祉 1,833,092
介護保険特会繰出 1,488,461　民間保育所運営 1,429,692
公立保育所 1,329,651　後期高齢者医療関係 1,322,825
生活保護措置 652,608　臨時福祉給付金給付 432,325
児童扶養手当 408,684　養護老人ホーム措置 345,045
障害者医療費給付 283,271　障害児通所支援 256,300
子ども医療費給付 209,721　介護老人保健施設特会繰出 140,700
子育て世帯臨時特例給付金給付 132,589　児童館・クラブ等 114,579

臨時福祉給付金 432,325
子育て世帯臨時特例給付金 132,589
特別養護老人ホーム等建設補助 64,920
障害児通所支援 59,716　障害者福祉 54,842
介護保険特別会計繰出 42,222
地域子育て支援拠点 37,323
ふれあいの郷管理 25,485
民間保育所施設整備 △231,092

民生

病院事業負担金 929,623　病院事業出資金 479,977
広域負担金（焼却場） 806,300　国保特会繰出 599,755
簡易水道費 403,688　ごみ収集処理 286,047
予防接種 201,204　妊婦健診 111,662　簡水特会繰出 97,800
がん検診 96,846　広域負担金（竜水園） 91,577
最終処分場管理 69,488　合併処理浄化槽普及促進 49,570
上村診療所運営費 51,619　容器包装リサイクル 50,389

病院事業出資金 479,977
広域負担金（焼却場） 236,515　簡易水道費 26,083
不法投棄対策 9,129　広域負担金（竜水園） 6,980
ごみ収集処理 5,216　病院事業負担金 △486,377
再生可能エネルギー推進基金積立 △40,000
予防接種 △36,656　がん検診 △21,699
合併処理浄化槽普及促進 △7,714

衛生

勤労者協調融資 170,000　勤労者福祉センター管理 44,547
雇用対策 11,525　勤労者共済会補助 11,421　人材誘導 3,529

勤労者福祉センター管理 967
雇用対策 △1,683　人材誘導 △300

労働

農林

中小企業金融対策 1,614,400　企業立地促進補助 93,427
上村観光施設管理 44,915　地場産業等振興 43,200
天龍峡整備（補助） 31,913　南信濃観光施設管理 31,352
商工会議所活動運営補助 28,500　観光施設管理 25,749
産業用地整備 25,000　遠山郷観光戦略プロジェクト 14,350

産業用地整備 25,000　企業立地促進事業補助 13,419
上村観光施設管理 8,495
天龍峡整備補助 △95,716　新産業クラスター △50,669
中小企業金融対策 △26,000
商工会議所活動運営補助 △21,099

商工

土木

広域負担金（消防） 902,124　消防団運営 176,662
消防体制強化整備 79,874　住宅倒壊防止対策 22,427

住宅倒壊防止対策 6,387
消防体制強化整備 △207,799　災害対策備蓄 △48,827

消防

教育

災害

長期債元金 4,521,586
長期債利子 458,710　一時借入金利子 2,000

長期債元金 36,980
長期債利子 △30,670

公債

地域振興基金 300,000　学術研究振興基金 100 諸支

予備

竜峡共同調理場改築 750,960　公民館等耐震化整備 519,275
学校給食関連 336,630　伊賀良小第２体育館整備 179,420
学校教育振興 178,301　体育施設管理 168,239
学校管理一般経費 145,090　学校教育補助員等雇用 116,153
公民館管理・運営 108,326　学校施設大規模改修 100,000
美術博物館管理 95,426　菱田春草生誕地整備 80,467
学校施設改修 78,504　体育施設改修 58,179

竜峡共同調理場改築 750,960
伊賀良小第２体育館整備 165,420
公民館等耐震化整備 154,271
菱田春草生誕地整備 79,467
体育施設改修 25,208
文化会館施設整備 △251,559
旧飯田測候所整備 △54,025

単位：千円　

６次産業化推進 205,000
農業基盤整備資金償還補助 175,557
林道改良・舗装 96,425　市単土地改良 82,000
非補助土地改良 70,000　新規就農者支援 51,182
農作物被害対策 48,556　中山間地域等直接支払 44,796
意欲ある農業者支援 33,125　分収造林 29,327
農業委員会活動推進 23,481　林道管理 18,324

６次産業化推進 205,000
林道改良・舗装・開設 53,017
意欲ある農業者支援 33,125　農作物被害対策 12,173
土地改良施設維持管理適正化 △28,000
国営造成施設耐震対策 △20,000
非補助土地改良 △10,000

下水道特会繰出 1,874,000　道路改良（補助） 1,045,320
道路維持 469,700　道路改良（単独） 263,661
橋りょう長寿命化修繕 117,314　公園整備 94,690
公営住宅整備 62,739　除雪 56,154
都市公園維持管理 49,350　動物園管理 46,898
河川自然災害防止 40,000　潰地登記・道路台帳補正 33,846
道路自然災害防止 31,500　飯田子どもの森公園維持管理 28,340

道路改良（補助） 384,720　公園整備 50,631
下水道特会繰出 19,600　道路改良（単独） 13,784
地域振興住宅整備 △96,000
公営住宅整備 △85,868　橋りょう耐震整備 △46,200
県街路事業地元負担 △28,425
土地利用基本方針運用 △15,839
都市計画基本図作成 △6,036　県道関連 △4,284
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【平成26年度】一般会計　性質別歳出　増減内訳

 25 年 度 予 算 額

　　　(A) 構成比 　　　(B) 構成比 (A)-(B) (C) (C)/(B)

１　人　　　件　　　費 6,032,947 13.1 5,906,859 13.7 126,088 2.1

２　扶　　　助　　　費 7,452,815 16.2 7,296,745 16.9 156,070 2.1

３　公　　　債　　　費 4,982,296 10.8 4,975,986 11.5 6,310 0.1

小　　　　　計 18,468,058 40.1 18,179,590 42.1 288,468 1.6

４　物　　　件　　　費 5,562,645 12.1 5,609,936 13.0 △ 47,291 △ 0.8

５　維　持　補　修　費 546,416 1.2 540,673 1.2 5,743 1.1

６　補　　助　　費　等 5,845,413 12.7 5,471,033 12.6 374,380 6.8

７　積　　　立　　　金 400,100 0.9 640,100 1.5 △ 240,000 △ 37.5

８　投　資・出　資　金 672,273 1.5 0 0.0 672,273 皆増

９　貸　　　付　　　金 1,734,958 3.8 1,742,078 4.0 △ 7,120 △ 0.4

10　繰　　　出　　　金 5,598,785 12.2 5,542,011 12.8 56,774 1.0

11　投　資　的　経　費 7,051,352 15.4 5,506,579 12.7 1,544,773 28.1

　補　　　　　助 1,756,321 3.8 1,427,694 3.3 328,627 23.0

　単　　　　　独 5,295,031 11.6 4,078,885 9.4 1,216,146 29.8

　普 通 建 設 費 7,047,052 15.4 5,502,279 12.7 1,544,773 28.1

　補　　　助 1,756,321 3.8 1,427,694 3.3 328,627 23.0

　単　　　独 5,290,731 11.6 4,074,585 9.4 1,216,146 29.8

　災 害 復 旧 費 4,300 0.0 4,300 0.0 0 0.0

　補　　　助 0 0.0 0 0.0 0 0.0

　単　　　独 4,300 0.0 4,300 0.0 0 0.0

12　予　　　備　　　費 40,000 0.1 40,000 0.1 0 0.0

合　　　　計 45,920,000 100.0 43,272,000 100.0 2,648,000 6.1

26 年 度 予 算 額 増　　　　減
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

退職手当 227,632　職員給与 △65,102　共済費 △42,423 人件

障害者支援 115,633　民間保育所運営費負担金 20,317　医療給付 8,279　老人ホーム措置費 8,045
公立保育所費 3,062　生活保護 △6,749

扶助

元金 36,980　利子 △30,670 公債

小計

臨時福祉給付金事務 36,428　子育て世帯臨時特例給付金事務 13,033　災害対策備蓄 △48,827　予防接種 △39,129
認知症施策 △6,051

物件

自治振興センター管理 2,988　地域振興住宅管理 1,102　公営住宅管理 866　道路維持 △3,807 維持

臨時福祉給付金 395,000　広域連合負担金 263,758　６次産業化推進 205,000　子育て世帯臨時特例給付金 118,360
市民バス等運行補助 16,832　鳥獣被害対策 12,763　病院事業負担金 △486,377　水道事業補助金 △165,937

補助

リニア中央新幹線飯田駅整備推進基金積立金 △200,000　再生可能エネルギー推進 △40,000 積立

病院事業会計出資金 479,977　水道事業会計出資金 192,296 投資

農業資金預託金 10,000　奨学金貸付金 2,520　中小企業振興資金借換預託 △20,000 貸付

国保 △4,495　後期高齢者 11,483　介護保険 42,222　簡水 △6,400　下水 19,600　介護老人保健施設 △11,100
上村デイ 6,900

繰出

投資

補助

単独

普建

補助

庁舎整備 887,985　竜峡共同調理場改築 596,790　公民館等耐震化整備 154,271　伊賀良小第２体育館整備 140,455
文化会館整備 △261,548　消防救急デジタル無線 △210,000　集会施設整備 △50,947　橋りょう耐震整備 △46,200

単独

災害

補助

単独

予備

社会資本整備（道路） 342,000　竜峡共同調理場改築 154,170　林道改良 79,218　菱田春草生誕地整備 74,816
伊賀良小第２体育館整備 36,495　民間保育所整備 △216,412　天龍峡整備 △94,688　旧飯田測候所整備 △53,383

主たる増減の内訳

12



（単位：千円）　　

主　要　な　施　策　・　事　業　等

平成26年度 3,419,784

平成25年度 3,376,985

増　減　額 42,799

平成26年度 3,198,651

平成25年度 2,487,584

増　減　額 711,067

平成26年度 24,047,956

平成25年度 22,458,810

増　減　額 1,589,146

平成26年度 1,414,771

平成25年度 1,204,861

増　減　額 209,910

平成26年度 2,721,133

平成25年度 2,757,470

増　減　額 △ 36,337

Ⅳ　自然・環境と調和
　した「低炭素社会・飯
　田」づくり
　　　　【施策51～57】

◆環境モデル都市づくりロードマップの推進
　◎地域エネルギービジネスプラットフォームの構築
　　　　・地域公共再生可能エネルギー活用事業の推進
　◎おひさまともりとみずのエネルギーによる域産域消の推進
　◎市民との協働による省エネ推進
　　　　・産業・民生部門での省エネ推進
　◎交通手段の低炭素化
　　　　・次世代移動手段等を活用したライフスタイルの低炭素化
◆「ポイ捨て防止及び環境美化を推進する市民条例」に基づく取り組み

Ⅴ　多様性に富んだ暮ら
　しと文化を次世代に継
　承する地域づくり
　　　　【施策61～94】

◆リニア推進ロードマップに基づく事業の実施
◆学輪IIDAを基軸とした知のネットワークづくり
◆人形劇を通じた「小さな世界都市」の実現
◆中山間地域振興の取り組み
◆中心市街地の賑わいづくりに寄与する取り組み
◆地域資産（守るべきもの、備えるべきもの）の保存・継承
◆定住自立圏及び三遠南信等における広域的な連携の推進
◆市民と市役所の情報共有の推進

Ⅱ　地育力によるこころ
　豊かな人づくり
　　　　【施策22～29】

◆飯田市教育振興基本計画に基づき「自立」「共生」「共育」を推進
　・小中連携・一貫教育を全中学校区で実施
　・子どもの学力向上に向けた取り組みの強化
　・飯田市における不登校対策５つのアクションプランによる登校支援
◆地育力向上連携システムによる取組
　・小中連携のキャリア教育や体験活動、ふるさと学習を学校教育・社会教育
　　の連携体制により推進
◆文化芸術の振興
　・菱田春草の生誕を記念する取り組みの実施
　・人形劇と音楽のまちづくりの推進

Ⅲ　安心して健やかに
　暮らせるまちづくり
　　　　【施策31～45】

◆地域健康ケア計画2014　　重点プロジェクト事業の推進
　・健康づくり家庭訪問　・高齢になっても地域で安心して暮らせるための支援
　・子どもとその家庭に対する「総合的な発達支援」
　・ともに未来を支え合うパートナーづくり
　・家族ぐるみで取り組む「がん」対策　・食育の推進
　・歩こう動こうプラステン（+10分）
◆子どもを産み育てやすい環境の充実
　・子育てを総合的に支援する仕組みの充実
◆障害者福祉の充実
　・「飯田市第4次障害者福祉施策に関する長期行動計画」に基づく取り組み
◆飯田市立病院の救急、周産期、がんなどの診療機能等の充実
◆災害対策の推進
◆既存ストックの活用
◆公共交通の利用促進

市政経営の５つの基本方針と平成26年度予算の概要

５つの基本方針・予算額

Ⅰ　経済的自立度を高
　める多様な産業施策
　の推進
　　　　【施策11～13】

◆地域経済活性化プログラム2014の推進
　「リニア中央新幹線と三遠南信自動車道の開通を見据えて」
　◎連携・横断重点プロジェクト
　　１．人材誘導・人材育成・起業支援
　　２．地域産業育成基盤の整備
　　３．地域資源の活用による６次産業化の推進
　　４．野生鳥獣被害対策の強化推進
　　５．広域連携による取り組み
　◎分野別重点プロジェクト
　　６．【工業】連携・共同・統合による産業集積の創造
　　７．【農業】生産基盤の強化と新たな農業展開の推進
　　８．【林業】持続可能な森林づくり
　　９．【観光】観光誘客推進の基盤づくり
　  10．【商業】地域生活インフラにおける商業機能の維持強化
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（単位：千円）　　

主　な　新　規　・　拡　充　事　業　等

　◆（新）リニア駅周辺整備基本構想の検討　      　　　31,062
  ◆（新）スマートインターチェンジ設置に関する調査　　50,000
　◆（新）拠点間機能連携調査の実施　　　　　　　　　　 3,000
　◆（新）飯田駅周辺プロジェクト事業                   4,500
　◆（新）桜並木の整備検討　　                         2,000
  ◆（新）恒川遺跡群の保存活用                        16,694
　◆（新）菱田春草生誕地記念公園の整備                80,467
　
　◇（新）公共施設予約システムの導入
  〇（拡）愛宕蔵の保存活用
  ○（拡）地域振興住宅の整備　・・・　地域産材利用の拡大
　○（拡）空き家対策事業

　◆（新）新たな産業用地の検討　　25,000
　◆（新）６次産業化の推進　　   205,000
  ◆（新）起業家発掘事業 　　 　　 6,124
　◆（新）消費拡大対策事業　　　 　1,500
　
　◇（新）意欲ある農業者支援事業
　◇（新）畜産施設整備支援事業補助の創設
　◇（新）いいだファンクラブ事業
　◇（新）買い物動向調査の実施
  ○（拡）航空宇宙産業クラスター事業
　○（拡）農作物被害対策事業　・・・　重点　ニホンザルの被害対策
　○（拡）市田柿ブランド推進プロジェクト事業

　◆（新）飯田の子ども学力アップチャレンジ事業　　3,492
　◆（新）地育力活用学力向上支援事業　　　        1,000

  ◇（新）高校生次世代育成事業
  ◇（新）ネットトラブル防止研修会の開催
　◇（新）伊賀良小学校第２体育館の建設
　◇（新）春草生誕140周年特別展の開催
　◇（新）日仏自治体交流会議への参加
　○（拡）特別支援教育支援員の増員
　○（拡）竜峡共同調理場の改築
　○（拡）社会体育施設の整備(松尾総合運動場トラック整備、アクアパーク整備改修等)
　○（拡）図書館ネットワークの充実
　◆（新）（仮称）こども家庭応援センターの開設準備　　　　  2,990
　◆（新）臨時福祉給付金、子育て世帯臨時特例給付金の給付　564,914
　◆（新）緊急輸送道路沿道建築物の実態調査　　　　　　　　　6,675
　◆（拡）庁舎整備事業　　　　　　　　　 　　　　　　   2,148,948
　◆（拡）公民館・自治振興センターの耐震化　　　　　      519,275
　
　◇（新）子ども・子育て支援事業計画の策定
　◇（新）福祉委員の健康管理支援
　◇（新）サービス等利用計画に基づく障害福祉サービスの充実
　◇（新）避難所への災害時優先電話機の設置
　○（拡）民間老人福祉施設（特養）整備補助
　○（拡）有償移送サービス事業の拡大
　○（拡）つどいの広場の新設、改修
　〇（拡）災害情報等提供システムの拡充

  ◆（新）「分権型エネルギー自治」の推進　　2,000
　◆（新）環境美化指導員の配置              4,689

　◇（新）木質バイオマスの戦略的エネルギー利用の検討
　◇（新）省エネ住宅の普及
　◇（新）旧飯田測候所の活用(環境学習の拠点)
  ○（拡）市民参加の小水力共同発電、マイクロ小水力発電の推進
　〇（拡）次期ごみ処理施設整備負担金
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政策強化特別予算枠事業

単位：千円

事　　　業　　　名
基本
方針

事業の概要 予算額
うち一般
財源額

産業用地整備事業 Ⅰ
新しい産業用地の整備について地元説明及び地形測
量、基本計画の策定を行います。

25,000 25,000

消費拡大対策事業 Ⅰ
消費税率の引上げによる消費の冷え込みに対し、市
内の中小小売・サービス店が消費の拡大を目的に取り
組む消費喚起のための連携事業を支援します。

1,500 1,500

買い物動向調査事業 Ⅰ
各地域の買い物動向の把握を行い、地域生活インフ
ラである中小小売機能の維持と強化のための基礎
データを整理し、地域や商業者と共有化します。

300 300

新産業クラスター事業 Ⅰ

平成25年度で実施している航空宇宙産業クラスターの
拠点整備をうけて、航空宇宙産業の集積強化のため
の専門家を配置し、中核企業の生産体制、人材の育
成を支援します。

5,200 5,200

（仮称）こども家庭応援
センターの開設準備

Ⅲ
子育てに関してわかりやすく気軽に相談できるセン
ターの開設に向けて、市民の皆さんや専門家との意見
交換や先進地視察を行い、準備を進めていきます。

2,990 0

新エネルギー推進リー
ディング事業

Ⅳ

モデル地区でのエネルギーによるまちづくり、木質バイ
オマス熱の利活用の検討を行います。また、小沢川小
水力発電事業の実現など「みず」のエネルギーによる
域産域消を進めます。

6,304 6,304

恒川遺跡群保存活用
事業

Ⅴ

国史跡指定「恒川官衙遺跡」の保存管理計画策定と
史跡公園の整備に向けた計画策定を進めます。また、
古代役所の政庁を把握するための調査を引き続き行
います。

16,694 11,594

リニア推進・調査事業 Ⅴ

リニア駅周辺の整備構想を策定するとともに、リニア将
来ビジョンに掲げる都市像の実現に向けた事業を進め
ます。また、座光寺ＰＡへのスマートインター設置のた
めの調査及び関係機関との調整を行います。

99,688 99,688

土地利用計画推進事
業

Ⅴ
今後の桜並木の活用や整備の方針について地元の
皆さんと一緒に調査検討を行います。

2,000 2,000

飯田駅周辺プロジェクト
事業

Ⅴ

飯田駅周辺の集客・交流及び情報発信機能の充実な
どについて、調査、研究を始めます。飯田駅周辺等の
空店舗解消に向け、多様な主体とともに創業支援に取
り組みます。

4,500 2,000

164,176 153,586

　後期基本計画の政策、施策の成果をさらに高めるとともに、リニア将来ビジョンの実現を図るた
めに、次の事業に重点的に取り組みます。

計
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５つの基本方針の実現に向けて

Ⅰ　経済的自立度を高める多様な産業施策の推進

（１）支え、育む産業基盤づくり【施策：11】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

【新規】 25,000 工業課

産業用地整備 (0)

事業

【拡充】 4,350 農業課

耕作放棄地対策 (400)

事業

【拡充】 1,900 農業課

豆・そばによる遊 (860)

休農地活用事業

【拡充】 48,556 農業課

農作物被害対策 (36,383)

事業

428 産業振興

学生等UIターン (428) 支援課

就職支援事業

2,985 産業振興

雇用対策事業 (3,122) 支援課

11,421 産業振興

飯田勤労者共 (11,372) 支援課

済会支援事業

170,000 産業振興

勤労者協調融資 (170,000) 支援課

事業

8,112 産業振興

住宅支援給付 (9,658) 支援課

事業

81,603 林務課

林道改良事業 (0)

（補助）

勤労者に福利厚生サービスを提
供する（一財）飯田勤労者共済会
を支援します。

大学と地元企業との意見交換会、
市内での面接会により、学生等の
UIターンを促進します。

引き続き勤労者が有利に利用でき
る融資を推進します。

地元企業に対する、大学生等の
就職活動への支援を行います。

林道御池山線、赤石線の改良を
行います。また、林道の落石防止
等の法面保全や老朽化した橋りょ
うの保全整備を実施します。

勤労者の生活安定を図るため、低
利な生活・教育資金融資をあっせ
んするための預託を行います。

栽培学習会やほ場巡回指導を実
施します。また低額な利用料金で
収穫が可能となるようコンバイン利
用事業の運営を支援します。

将来にわたり持続可能な組織、事
業運営を進めるため、事業の内容
が会員の多様なニーズに対応で
きるよう検討します。

地区鳥獣被害対策協議会、飯田
市連合猟友会及び各支部、関係
組織と連携し、野生鳥獣の個体調
整等の対策を進めます。また、自
然災害対策にも取り組みます。

地域の学習会や追い払い活動を
支援します。また、緊急対策とし
て、報奨金の増額などによる個体
調整を進めます。凍霜害対策等に
も取り組みます。

総合相談窓口「ジョブカフェいい
だ」や就職支援セミナーにより、若
者・一般に対する就職支援を実施
します。

比較的管理が容易な大豆・そばの
栽培を推奨し、遊休農地の解消に
取り組みます。

関係機関との連携により、相談体
制を充実させ、雇用のミスマッチの
解消を目指します。

該当者に住宅支援給付を支給し、
住宅を確保するとともに、就労でき
るよう支援します。

林道の法面保全、橋りょう保全整
備を行い、通行車両の安全を確
保します。

就労能力、就労意欲はあるものの
離職を余儀なくされた方が、住宅
を失った、又は失うおそれのある
場合に、住宅や就労機会の確保
を支援します。

新たな産業用地を整備し、企業誘
致を推進します。

新しい産業用地の整備について
地元説明及び地形測量・基本計
画策定を行います。

遊休荒廃農地の再生利用など、
耕作放棄地対策を実施します。

耕作されていない優良農地の整
備や、今後遊休化しそうな農地
を、地域の新たな担い手へと繋ぐ
事業を実施します。

(注)予算額欄のカッコ内の数字は、平成25年度予算額です。

事　　　業　　　名
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事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

9,213 林務課

林道舗装事業 (11,977)

（補助）

1,614,400 金融政策室

中小企業金融 (1,620,400)

対策事業

400 金融政策室

中小企業経営 (250)

安定支援事業

70,000 土木課

非補助土地改良 (80,000)

事業

82,000 土木課

市単土地改良 (84,972)

事業

11,311 土木課

国土保全特別 (12,720)

対策事業

1,853 土木課

農地保全型簡易 (1,233)

基盤整備事業

650 土木課

農地・水保全管理 (700)

支払交付金事業

（２）未来を見据えた地域産業の魅力、強み、人材の強化【施策：12】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

【新規】 33,125 農業課

意欲ある農業者 (0)

支援事業

【拡充】 14,862 農業課

『市田柿』ブランド (8,777)

推進プロジェクト

事業

【拡充】 7,000 農業課

畜産振興事業 (3,021)

農業振興地域内の老朽化した農
業用水路を整備し営農の安定化
を図ります。

山本田府沢井と松尾思井川井の
農業用用排水路整備を行いま
す。

価格低迷や飼料高騰が続き、厳し
い経営環境にある畜産農家に対
して支援を行い、生産基盤の維
持、拡大を推進します。

市田柿のブランド力を更に高める
ために生産団体、関係機関と連携
して生産体制の強化とプロモー
ション活動の展開に取り組みま
す。

中小企業の経営安定支援のた
め、必要な資金を低利で融資あっ
せんし、保証料の全部又は一部を
補助します。

事　　　業　　　名

農業経営者による遊休荒廃農地・
条件不良農地（排水不良、区画形
状の悪い農地、道が無く農業機械
の入らない農地等）の整備を補助
します。

農業振興地域内の区画整理、暗
渠排水、樹木抜根、耕作道新設
への補助を行います。

農業の生産性を向上させるため、
農業振興地域内の農道整備、農
道舗装、かんがい排水施設整備
などを行います。

農道整備を８地区、農道舗装を１
地区、かんがい排水を11地区で行
います。

農道や農業用水路などの整備や
補修により、農地の保全を進める
とともに、生産基盤、生産条件を
改善し、農作業の効率化を図りま
す。

林道川合線の舗装を行います。

地域ぐるみの取り組みを行ってい
る下久堅南原地区、座光寺下段
整備地区を支援します。

随時見直しを行い、より利用しや
すい融資制度としていきます。

先進的な農業経営の推進と、地域
モデルとなる農家づくりに取り組み
ます。制度資金の対象に素牛導
入を新たに加え、安定的な畜産経
営を支援をします。

中小企業の経営改善支援のた
め、相談窓口を設置し、また専門
家派遣や経営改善研修に係る経
費を補助します。

関係機関と連携し、中小企業の経
営改善を支援します。

遊休農地の増加や用水路等の荒
廃を防ぐ地域ぐるみの取り組み
や、先進的な営農活動を行ってい
る農業者を支援します。

用排水路整備、農道整備、鋼製
構造物整備を市内16地区で行い
ます。また、道水路補修や施設補
修用原材料支給を行います。

脱針式皮むき機などの施設整備
を支援し、生産体制の強化をさら
に進めます。また、新商品の開発
やプロモーション活動によりブラン
ド力の強化に取り組みます。

畜舎環境の向上のための支援を
行います。また緊急対策として、養
豚衛生対策、優良素牛導入など
に加え、施設整備の支援など新た
な対策を行います。

事　　　業　　　名

戦略的経営や新技術の習得、課
題への実践研究を行うなど、多角
的農業経営を支援します。また、
認定農業者に対し利子助成や制
度資金のあっせんを行います。

林道を舗装することにより、森林整
備（間伐）の作業効率を高め、木
材搬出コストの軽減、通行車両の
安全を確保します。
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事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

【拡充】 3,016 林務課

飯田の木で家を (2,020)

建てるプロジェクト

事業

【拡充】 4,500 商業・

商業活性化支援 (3,020) 市街地

事業 活性課

2,970 産業振興

技能技術伝承 (2,911) 支援課

事業

44,796 農業課

中山間地域等 (44,779)

直接支払事業

6,664 林務課

間伐促進対策 (6,664)

事業

246 観光課

海外誘客促進 (291)

事業

41,399 観光課

天龍峡活性化 (136,271)

事業

2,700 工業課

飯田産業技術 (2,700)

大学事業

3,000 工業課

ものづくり高度 (3,000)

人材育成事業

（３）新しい力による新しい産業づくり【施策：13】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

【新規】 510 農業課

元気な農村づくり (0)

推進事業

【新規】 205,000 農業課

６次産業化推進 (0)

事業

事業者と森林所有者に補助金を
交付し負担を軽減することで、間
伐促進と間伐材の有効利用を図り
ます。

農業の多面的機能を維持できるよ
う、引き続き各集落の営農体制整
備に対して支援を行います。

中小小売・サービス店の連携によ
る商業活性化の取り組みや商店
街・商工会議所支部の自主的事
業を支援し、地域商業の活性化を
目指します。

飯田市産材を使った住宅を建築し
た個人、工務店、設計事務所等を
支援することで、飯田市産材の利
用を推進します。

永く同一職業に従事し技能の向
上や後継者育成などに尽力した
方を褒賞します。働きながら技能
を習得する勤労者のために飯田
高等職業訓練校を支援します。

事　　　業　　　名

地域産品ブランド化事業とパッ
ケージで、大学連携による新たな
実践向けマーケティング講座（デ
ザイン含む）を開講し、企業の商
品開発と市場開拓を支援します。

技能勤労者褒賞を継続して行い
ます。技術の伝承や高い職業能
力を持った人材を養成するための
職業訓練を行う飯田高等職業訓
練校を継続して支援します。

消費税率引上げ後の消費を喚起
させる取り組みを支援します。ま
た、各地域の買い物動向の把握
を行います。

県や建築関係団体、工務店等と
一緒にイベントや見学会を行い、
事業のPR活動や在来工法の推進
を行い、飯田市産材の利用促進
に取り組みます。

農村女性の活力が地域づくりの中
で発揮できるよう、女性リーダー養
成講座を開催します。地域リー
ダーとなる農業者を育成する学び
の場を提供します。

香港からのサイクリング・トレッキン
グツアーを伊那路・木曽路で連携
して誘致します。海外誘客に向け
た体制整備と地域の特徴を活かし
た商品化に取り組みます。

働きながら学ぶ「信州大学大学院
飯田コース」を開講し、研究者、技
術者の育成を支援します。

天龍峡再生プログラム・名勝天龍
峡整備計画に基づき、文化財保
護及び観光のまちづくりを進めると
ともに、誘客企画等の実施により、
天龍峡の活性化を図ります。

技術・経営管理講座を通年で開
催し、地域内製造業を担う技術者
を育成します。

三遠南信自動車道天龍峡大橋
（仮称）の供用を見据え、誘導看
板の設置や名勝地の樹木管理、
地元まちづくり活動の支援に取り
組みます。

引き続き大学院飯田コースを開講
することにより、企業の研究及び技
術開発に資する高度な人材を育
成します。

事　　　業　　　名

中山間地域における集落営農体
制づくりと農業の多面的機能の維
持を目的に、農業生産活動を行う
農業者等を支援します。

間伐の遅れている森林の間伐を
進めるとともに、間伐した木材の搬
出を促します。

経営の多角化や技術革新等への
挑戦を支援し、地域内循環による
新たな６次産業を推進します。

国・県主催の海外誘客事業への
参画、伊那路・木曽路広域観光連
携会議や飯田観光協会と連携し
た事業を推進し、海外誘客促進を
図ります。

誇りや生きがいを持てる農村を維
持できるよう、域産域消の推進に
よる地域資源の循環を通じ、農家
の元気が地域のエネルギーとなる
事業に取り組みます。

地域の各種団体による生産・加
工・販売のネットワーク組織による
新たな６次産業化への取り組みに
対して設備資金等を助成します。
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事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

【拡充】 51,182 農業課

新規就農者支援 (45,800)

事業

【拡充】 407 農業課

ツーリズム連携に (175)

よる地域農産物

ファン創出事業

【拡充】 10,070 工業課

新産業クラスター (60,739)

事業

【拡充】 7,488 金融政策室

起業家育成 (1,386)

支援事業

3,529 産業振興

人材誘導事業 (3,829) 支援課

674 農業課

農業担い手誘致 (756)

事業

520 商業・

商業経営支援 (620) 市街地

事業 活性課

93,427 工業課

企業立地促進 (80,008)

事業

3,254 工業課

企業誘致推進 (3,054)

事業

1,279 工業課

三遠南信連携 (1,390)

推進事業

誘致活動を推進し、新たな企業立
地によって若者がこの地域に帰り
職業を選択できる環境の整備に
取り組みます。

遠州、東三河地域の企業視察、
展示会への出展を通じ、企業間の
交流、連携を支援します。

市内に工場や研究機関を新設、
増設する企業を支援し、企業誘致
を推進します。

市内外の設備投資意欲の高い企
業に対する工場等の新規立地の
支援を継続していきます。

経営改善、新規事業展開等を目
指す中小小売、サービス店等の支
援や育成を行い、地域商業の振
興と商店街等の活性化を目指しま
す。

新産業（航空、健康医療、環境
等）分野への参入や、受注拡大、
共同開発を目指すプロジェクトを
支援します。

首都圏を中心に就農意欲の高い
人材を発掘・誘導していきます。
ワーキングホリデーを人材誘導の
重点事業と位置づけ、人材確保に
取り組みます。

地域に必要な人材の誘導、定着
を総合的に支援します。

起業講座の開催、創業関連制度
資金の利子助成、起業家ビジネス
プランコンペにより、起業家を発掘
し、育成し、支援します。

農産物や農ある暮らし、自然景観
や文化等の飯田の魅力を発信し、
飯田のファンづくりに取り組みま
す。

新規就農者がこの地域に定着で
きるよう、青年就農給付金による助
成を中心に、研修中、就農時、就
農後等、各段階に必要な支援を
行います。

情報発信や、高付加価値農産物
の販売などによりいいだファンクラ
ブを拡充するなど、産地と消費者
を結ぶ仕組みづくりに取り組みま
す。

事　　　業　　　名

長野県事務所（東京、名古屋、大
阪）との連携を深めて、いち早く情
報を入手し、広範囲に誘致活動を
行います。

新産業４分野（次世代輸送用機
器、健康医療、新農業、光電子産
業）をテーマに、５つのプロジェクト
活動を推進します。

引き続き起業講座の開催、創業関
連制度資金の利子助成を行い、
新たに起業家ビジネスプランコン
ペを実施します。

航空宇宙産業の集積強化のため
専門家を配置し、中核企業の生産
体制、人材の育成を支援します。
また、健康医療、環境、食品分野
のプロジェクトを支援します。

関係機関と連携して個別就農相
談を実施し、経営の指導、助言等
の支援を行います。また、学習会
の開催を通じ、農業技術の向上や
仲間づくりに取り組みます。

情報発信力の強化により、商圏拡
大や販売促進を目指す商業者を
支援するため、そのノウハウを学
ぶ機会を提供します。

優秀な人材確保に向けた人材バ
ンク制度の推進やホームページに
よる情報発信を進めます。

ワーキングホリデーを起点に、短
期農業体験、里親研修制度等を
活用して新規就農につながるよ
う、関係機関と連携して取り組みま
す。
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Ⅱ　地育力によるこころ豊かな人づくり

（１）義務教育の充実【施策：22】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

【新規】 179,420 学校教育課

伊賀良小学校 (14,000)

第２体育館建設

事業

【新規】 3,492 学校教育課

飯田のこども学力 (0)

アップチャレンジ

事業

【拡充】 62,775 学校教育課

特別支援教育 (46,437)

推進事業

【拡充】 64,454 学校教育課

情報技術活用 (52,495)

教育推進事業

【拡充】 750,960 学校教育課

学校給食施設 (25,017)

整備事業

26,131 学校教育課

小中連携・一貫 (26,003)

教育推進事業

22,000 学校教育課

非構造部材 (22,000)

耐震化事業

1,635 生涯学習・

ふるさと学習推進 (2,220) スポーツ課

事業

2,018 生涯学習・

体験活動推進 (2,174) スポーツ課

事業

723 生涯学習・

キャリア教育推進 (978) スポーツ課

事業

良好な職業観を持ち、自らの人生
を主体的に切り拓く力を備え、地
域に貢献しようとする意欲を抱く子
どもたちの育成のため、小中連携
した「キャリア教育」を推進します。

伊賀良小学校に第２体育館を建
設します。また、地域住民の社会
体育施設、災害時の避難場所とし
て活用します。

事　　　業　　　名

伊賀良小学校の体育館建設工事
及び駐車場の整備を行います。

教職員のパソコンの整備を行いま
す。また、新たな事業として県下で
増えているネットトラブル防止の研
修会を中学生の児童と保護者を
対象に開催します。

発達の遅れや偏り、心身障害等に
より、学校での生活、学習におい
て個別の支援が必要な児童生徒
に対する支援を行います。

飯田の価値と独自性に自信と誇り
を持ち、地域を愛する子ども達の
心を育むため、小中学校において
地育力を活用した「ふるさと学習」
を推進します。

小中学校において飯田の歴史、
自然、文化、産業等の地域資源に
触れながら、体験的に学ぶ活動
を、多様な主体と連携して推進し
ます。

特別支援教育支援員を８人増員
します。

情報処理能力を高める学習を進
めるための教育環境を整備しま
す。また、中学生の児童と保護者
を対象としたネットトラブル防止研
修会を開催します。

中学校における職場体験、福祉
現場の体験を行います。また、新
たな受け入れ事業者の拡大を図り
ます。

標準学力検査を実施し、生徒個
別の学力定着状況の把握と分析
を行い、授業改善、小中が連携し
た教育体制づくりを行います。

小学校２、４年生と中学校１、２年
生を対象に基礎的な学力の習得
状況を調査し、授業改善等から学
力向上に結びつけます。

平成27年度当初から稼動できるよ
う、用地造成、建設工事を行いま
す。

老朽化した竜峡共同調理場の移
転改築を行います。

児童の生活の場の一部であり、災
害時の避難場所となる体育館、武
道場の天井照明器具などの耐震
化を行います。

丸山小、千代小、上郷小、和田
小、遠山中の体育館及び旭ヶ丘
中、鼎中の武道場の天井、照明器
具などの耐震化を行います。

小中学校における農業宿泊体験
を行います。また、夏休み農業宿
泊体験講座を開催し、子どもたち
の学習機会を拡大します。

小中学校の教職員の連携を強化
し、地域資源を活用した教育を進
めます。学力、体力の向上及び不
登校問題の解消など一貫した教
育を進めます。

24年度は、鼎中学校区と竜東中
学校区でモデル的に実施し、25
年度から全中学校区で実施となり
ました。引き続き全中学校区で一
貫した教育を推進します。

子どもたちの生きる力を育むた
め、学校や社会教育の場におい
て、地域の資源と人に触れあう「ほ
んもの体験」を推進します。
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（２）高等教育の充実【施策：23】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

39,207 学校教育課

奨学金貸与事業 (36,667)

（３）家庭教育の充実【施策：24】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

【拡充】 700 市公民館

家庭教育推進 (242)

事業

792 中央図書館

はじめまして絵本 (770)

事業

（４）共に歩む社会づくりの推進【施策：25】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

1,792 男女共同

男女共同参画 (2,023) 参画課

推進事業

2,388 男女共同

多文化共生社会 (2,093) 参画課

推進事業

1,956 市公民館

人権平和・多文化 (161)

学習交流推進

事業

（５）スポーツの振興【施策：26】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

【拡充】 2,370 生涯学習・

やまびこマーチ (2,110) スポーツ課

開催事業

【拡充】 58,179 生涯学習・

社会体育施設 (32,971) スポーツ課

大規模改修事業

1,559 生涯学習・

生涯スポーツ推進 (1,395) スポーツ課

事業

男女共同参画社会の実現を目指
し、男女共同参画の推進に関する
施策を総合的かつ計画的に推進
します。

市内在住の外国籍の方々への支
援を通じて相互理解を深め、人
権・平和の意識向上を目指しま
す。

社会体育施設を計画的に改修及
び機能整備を行います。

多文化共生社会推進基本方針・
推進計画に基づき、多文化共生
社会の実現を目指します。

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

第５次飯田市男女共同参画計画
を啓発、普及するとともに、引き続
き男女共同参画社会の実現に向
けた取り組みを進めます。

関係団体等と連携し、多文化共生
を推進する事業を実施します。

ウォーキング推進のシンボル、イ
ベントとして、健康づくりや参加者
間の交流、親子のふれあい等を目
的にやまびこマーチを実施しま
す。

市内外から多くの参加者を得て
ウォーキング大会を開催します。ま
た、新たに未就学児と親を対象と
した「歩育コース」を新設します。

経済的に修学が困難な学生に学
ぶ機会を提供します。また、奨学
金の償還を一部免除する措置に
より、飯田市へのＵターン促進を
図ります。

高校生月額１万円、大学生等月
額３万円の奨学金を貸与します。
大学等卒業後、飯田市へＵターン
した場合、年間償還額の３分の１
を上限に償還を免除します。

松尾総合運動場が第２種陸上競
技場としての公認を受けるため、ト
ラックの整備を行います。
アクアパークの起流ポンプ等の改
修を行います。

引き続き交流広場「わいわいサロ
ン」、日本語教育「わいわいサロン
Ⅱ」を開設し、多文化交流、日本
語教室の機会を提供することで相
互理解を深めます。

子育て講座の開設や子育てサー
クルのネットワークづくりに取組み
ます。引き続き基本的生活習慣の
習得度を把握し、生活習慣向上に
活用します。

本に親しむきっかけとして、乳児
７ヶ月相談時には絵本の配布を、
２歳児相談時には絵本の読み聞
かせを行い、ことばと心を育てる本
の大切さを伝えます。

子を持つ親を対象に、学習活動
や親同士の交流機会を提供しま
す。また、小学生を対象とした生
活アンケートを行い、基本的生活
習慣の把握を行います。

引き続き絵本のプレゼントと読み
聞かせを行い、親子が本を通して
楽しい時を共有する家庭読書の
啓発に努めます。

市民が日常的にスポーツを楽しめ
る環境を作り、スポーツ人口の拡
大を目指します。併せて、指導者
の養成と資質の向上を図ります。

引き続きスポーツ推進委員、体育
協会等のスポーツ団体と連携した
指導者育成を推進すると共に、子
どもたちの体力・運動能力の向上
を目的とした事業を行います。
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（６）文化芸術の振興【施策：27】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

11,000 文化会館

オーケストラと友 (11,000)

に音楽祭開催

事業

30,000 文化会館

いいだ人形劇 (44,650)

フェスタ開催事業

30,529 文化会館

地域人形劇 (36,473)

センター管理事業

（川本人形美術館）

4,500 文化会館

舞台芸術鑑賞 (4,500)

事業

5,274 文化会館

人形劇公演事業 (4,375)

9,775 文化会館

人形劇創造支援 (5,783)

事業

（７）学習交流活動の推進【施策：28】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

【拡充】 7,513 中央図書館

図書館コンピュー (7,314)

タシステム運営

事業

1,477 市公民館

地域の乳幼児 (1,507)

親子学習交流

支援事業

763 市公民館

地域の学齢期 (903)

親子学習交流

支援事業

230 市公民館

地域の人権平和・ (235)

多文化学習交流

支援事業

これまでの人形劇のまちづくり活
動の成果をふまえ、新たな人形劇
の創造活動を通じて、地域の創造
を高めます。

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

乳幼児の子を持つ親同士が交流
する機会を提供し、悩みの相談、
学習を通じた子育ての情報交換
や知識を得られる活動を支援しま
す。

舞台芸術鑑賞事業実行委員会が
主体的に事業を企画、運営、実施
できるよう負担金を支出します。

いいだ人形劇センターが人形劇
の公演を主体的に実施できるよう
負担金を支出します。

プロオーケストラと共同して、音楽
を楽しみ、学び、広げ、音楽への
親しみと豊な心を育みます。また
プロの演奏家から直接学ぶことで
芸術性の向上を図ります。

名古屋フィルをパートナーとして、
多彩な演奏会と、子どもから大人
までの音楽愛好家がプロから直接
学べる音楽クリニックを行います。

市民が人形劇を「みる、演じる、さ
さえる」祭典として開催します。

「舞台の上は無限の世界」をテー
マに、人形劇を楽しめる多彩な公
演や企画を実施します。また、特
集「人形劇　北海道フェア」を行い
ます。

市民が優れた舞台芸術に触れる
ことを目的に、質の高い舞台芸術
の鑑賞機会を提供します。また、
市民が実行委員となり、主体的に
企画、立案、実施に取組みます。

川本喜八郎人形美術館の運営を
指定管理し、主体的な事業展開
や市民、他施設と連携した活動を
図ります。

人形美術や人形劇等を鑑賞し、
学習するほか、制作体験等を通じ
た交流ができる機会を提供し、施
設を活用した多彩な活動を実施
するための管理運営を行います。

市民が人形劇フェスタ以外の期間
にも、人形劇を鑑賞できる機会を
提供します。

各地区で学齢期の子を持つ親同
士が交流し、学習を通じた子育て
の情報や知識を得られる活動を支
援します。

引き続き学齢期の子育ての課題
に対応した講座等を開催して、家
庭教育の充実を図ります。

現在の飯田市、高森町、松川町に
加え、平成26年７月から豊丘村が
新たにネットワークに加入します。

引き続き各地区で乳幼児学級を
開設し、育児の悩みの解消と母親
同士の交流、仲間づくりを進めま
す。

住民相互の文化の違いや多様性
を理解し、人権・平和の意識を高
める学習や交流を各地区で展開
します。

引き続き人権平和・多文化学習と
交流を深めながら、人権や平和の
意識を育みます。

いいだ人形劇センターが人形劇
創造活動を主体的に実施できるよ
う負担金を支出します。また、学校
や保育園等の人形劇活動を支援
します。

定住自立圏形成協定に基づき、
情報共有できる南信州図書館ネッ
トワークシステムを運用し、市民の
学びが更に広がるように支援しま
す。
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事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

617 市公民館

地域の芸術文化 (771)

学習交流支援

事業

2,175 市公民館

地域の多様な (2,947)

学習交流支援

事業

826 市公民館

郷土（地区）を (948)

学ぶ活動支援

事業

361 市公民館

地域の健康学習 (350)

交流支援事業

280 市公民館

地域の環境学習 (297)

交流支援事業

4,817 市公民館

市民の学習交流 (3,436)

推進事業

38,276 中央図書館

図書購入・整理 (37,212)

提供事業

（８）ふるさと意識の醸成【施策：29】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

【新規】 1,715 市公民館

高校生等次世代 (0)

育成事業

【拡充】 11,525 美術博物館

菱田春草顕彰 (729)

事業

2,669 生涯学習・

地育力向上 (2,669) スポーツ課

連携システム

推進事業

110 市公民館

地域人教育推進 (120)

事業

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

地域人教育を通じて、地域におけ
る次世代の担い手となる人材育成
を支援します。また、地域を学び、
地域に愛着を持つ人を育てる高
校生教育に取り組みます。

各地区の特色を生かした多様な
学習交流を支援します。

各地区において、健康をテーマに
した学習と仲間づくりの活動を支
援します。

地域の身近な自然とのふれあいを
通じ、住民同士の交流を深め、環
境保全や改善に取り組む活動を
支援します。

菱田春草を顕彰し、優れた芸術作
品に触れる機会を提供します。

飯田OIDE長姫高校、松本大学、
飯田市が連携した地域人教育を
支援します。

引き続き各地区の特色ある環境を
生かした学習活動を推進します。
NPO等と連携して地球温暖化を
テーマとした環境学習講座に取り
組みます。

引き続き各地区の特色を生かした
多様な学習交流の取り組みを支
援します。

各地区で芸術・文化を学び体験し
交流を深める活動を支援します。

引き続き身近な地域で芸術・文化
活動に触れる機会を提供します。

地育力向上連携システム推進計
画に基づき、「ふるさと学習」「体験
活動」「キャリア教育」の推進、「研
究機関ネットワーク構築」を重点ポ
イントに事業を推進します。

地育力向上連携システム推進計
画の後期アクションプログラムに基
づく取り組みを関係部課と連携
し、多様な主体との協働によって
推進します。

飯田市をステージに多様な分野
の学びと交流の機会を提供し、市
民の主体的な学習意欲を育みま
す。

引き続き市全体を対象に歴史や
文化・風土をはじめ、福祉や防災
など多様な分野の学習機会を提
供します。

生涯学習の拠点施設として、図書
等の資料収集、保存、提供に努
め、市民の学びを広め、深める支
援を行います。

海外との比較の中でふるさと飯田
の魅力を再認識し、地域に誇りと
愛着を持ちつつ、グローバルな視
点で地域の将来ビジョンをデザイ
ンできる人材を育成します。

高校生による主体的な地域学習と
地元出身の海外で活躍する方々
を学ぶため、カンボジアスタディツ
アーを実施します。

春草生誕140年及び生誕地公園
完成記念特別展「創造の源泉」、
春草誕生日記念イベント、「親子
で楽しむ菱田春草」、コレクション
展示の開催をします。

引き続き身近な地域の歴史や資
源に学ぶ機会を提供します。

地区の素材に学び、交流を深める
機会を通じ、住んでいる地区に愛
着を持てる意識を育みます。

引き続き健康をテーマにした学習
交流活動を推進します。

引き続き、乳幼児から高齢者ま
で、全ての方の学びの場として図
書等の収集、保存、提供に努めま
す。
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事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

8,023 美術博物館

伊那谷文化史 (10,556)

資料展示公開

事業

4,162 美術博物館

伊那谷自然史 (4,025)

資料展示公開

事業

11,048 美術博物館

プラネタリウム (13,246)

運営事業

1,323 歴史研究所

歴史研究所教育 (1,475)

事業

事　　　業　　　名

子どもから大人まで幅広く、天文
や地域の学習のための臨場感溢
れる番組を投影します。また、飯
田市の魅力を伝えるオリジナル番
組を制作します。

人文部門の資料収集や調査研究
の成果を展覧会を通して提供しま
す。文化芸術の関心を高め、新た
な知識や感動を提供する展覧会
を開催します。

国史跡指定予定の「恒川遺跡群」
の企画展、南信州における煙火
文化について展覧会を開催しま
す。

平日は２回、土・日・祝日等の休日
は５回投影を行います。また、コン
サート等を企画し、開催します。
飯田市にちなんだオリジナル番組
を１つ作成します。

大学教授等による学術講座、研究
員が公民館や学校等へ出向く出
前講座を開催します。市民が主体
的に学んでいくゼミナールを継続
して開催します。

自然部門の資料収集や調査研究
の成果を展覧会を通して公開しま
す。

企画展「古代の生きもの大集合」と
日本ジオパーク全国大会にあわ
せたパネル展「南アルプスのジオ
パーク」を開催します。

地域の歴史を知り、ふるさとを大切
にする心を育てるため、市民と協
働して様々な学びの機会を提供し
ます。
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Ⅲ　安心して健やかに暮らせるまちづくり

（１）心と体の健康づくり【施策：31】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

156,247 保健課

予防接種事業 (195,325)

2,420 保健課

食育推進事業 (2,690)

338 保健課

運動による健康 (410)

づくり事業

96,846 保健課

健康診査事業 (118,545)

1,161 保健課

健康づくり家庭 (1,355)

訪問事業

（２）医療の充実【施策：32】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

47,533 保健課

休日夜間急患 (48,043)

診療所運営費

5,500 保健課

不妊治療費 (5,500)

助成事業

（３）共に支えあう地域福祉の推進【施策：33】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

【拡充】 43,987 福祉課

福祉委員活動 (42,034)

事業

3,530 福祉課

地域支え合い (3,530)

活動推進補助

事業

健康づくりのため、生活の中にお
ける身体活動（スポーツ活動だけ
でなく、生活における全ての身体
の動き）を増やすきっかけづくりを
行います。

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

地域との協働により、がん検診の
受診率向上のための普及啓発と
受診促進を行います。検診後の精
密検査受診率の向上にも取り組
みます。

次代を担う子どもたちを感染症か
ら守るため、法定の予防接種を全
額公費で助成します。

受診率向上のための普及啓発・
受診促進を行うとともに、国補助事
業のがん検診推進事業を実施し
ます。

引き続き法定の予防接種を全額
公費で助成します。

今より身体活動量を10分増やす
「歩こう動こう プラステン」につい
て、様々な機会を活用して広報・
啓発を行い、年代や健康状態に
応じた運動指導を行います。

共食をする人の増加に向けて、全
ての年代に対し、機会の充実と啓
発を行います。また、青壮年期の
男性を対象とした健康教室を実施
します。

引き続き夜間･休日の急病も受診
できるよう休日夜間急患診療所を
開設します。

民生委員・児童委員を飯田市福
祉委員に委嘱し、地域福祉の活
動に尽力してもらいます。また、そ
の活動を支援します。

福祉委員の健康診査を行い、健
康で継続的に福祉活動が行える
よう支援します。

まちづくり委員会や飯田市社会福
祉協議会と協働しながら、地区ご
との実情や課題に即した主体的な
活動を盛んにするために、プロ
ジェクト的な取り組みを進めます。

第２次飯田市食育推進計画の周
知・実践に向けた活動を展開して
いきます。

生涯現役に向けたきっかけづくり
のための健康相談や、特定健診
の受診率向上など、保健師による
訪問を全市に展開していきます。

不妊治療費の一部を助成し、治療
を受けている夫婦の精神的、経済
的負担の軽減を図ります。

引き続き治療費の助成を行いま
す。

休日夜間急患診療所を運営しま
す。

保健師が、生活環境の変化が多
い62歳の方へ家庭訪問を実施し
ます。健康相談と併せて生活実態
を把握し、地域の保健事業などへ
反映させていきます。

地域内の課題に対して地域の力
で解決に向けて取り組むことに助
成を行い、地域の支え合いを推進
します。
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事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

35,442 福祉課

ふれあいの郷 (9,957)

管理運営事業

（４）障害者福祉の推進【施策：34】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

【新規】 3,171 福祉課

計画相談推進 (0)

事業

【新規】 6,000 福祉課

障害者生活ケア (0)

センター運営

事業

【新規】 57 福祉課

小児慢性特定 (0)

疾患児日常生活

用具給付事業

11,570 福祉課

障害者居宅生活 (11,593)

支援事業

1,072 福祉課

地域リハビリ (804)

推進事業

23,242 福祉課

障害者の日常 (23,626)

生活支援事業

309 福祉課

障害者虐待防止 (205)

対策事業

946,713 福祉課

総合支援介護 (963,146)

給付事業

551,883 福祉課

総合支援訓練等 (379,109)

給付事業

80,656 福祉課

総合支援医療 (51,800)

給付事業

障害の程度に応じた住宅改修費
の助成や、外出手段が少ない障
害（児）者の方への外出支援など
を行い、在宅の障害（児）者の日
常生活の支援を行います。

障害の支援区分等に応じたサー
ビス等利用計画に基づき、障害者
総合支援法で規定する介護給付
サービス費を給付します。

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

老朽化し、故障した空調設備の改
修工事を行います。

障害の支援区分等に応じたサー
ビス等利用計画に基づき、障害者
総合支援法で規定する訓練等給
付サービス費を給付します。

在宅の小児慢性特定疾患児に対
し、日常生活の不便な面を補うた
めの用具の購入費用の一部を給
付します。

障害者が地域で安心して満足す
る生活を営み、障害の増悪を予防
する地域支援力の向上を行いま
す。

障害者の方の計画相談の充実を
図り、その計画に応じた各種サー
ビスの利用に対し、適切に訓練等
給付サービス費を給付します。

平成14年４月開設以降使用して
いる障害者用の特殊浴槽を更新
します。

指定管理者による飯田市福祉会
館及びふれあいの郷公園の管理
運営を行います。

引き続き実施します。

引き続き地域におけるリハビリテー
ションのニーズに対応します。

引き続き実施します。

小児慢性特定疾患児に対し、日
常生活用具の購入費用の一部を
給付します。

飯田市障害者生活ケアセンター
のサービスの向上のための施設
整備を行います。

障害の軽減・除去及び進行を防ぐ
ための医療費の自己負担額を軽
減します。

引き続き更生医療（18歳以上）及
び育成医療（18歳未満）の医療費
の自己負担額を軽減します。

障害福祉サービスの更なる充実に
向けサービス等利用計画に基づ
き障害（児）者と、サービス提供事
業所、計画相談員との連携強化を
図ります。

サービス等利用計画の作成を推
進するため計画相談の支援を行
います。また、認定調査事務を指
定相談支援事業所に委託します。

障害者の方の計画相談の充実を
図り、その計画に応じた各種サー
ビスの利用に対して、適切に介護
給付サービス費を給付します。

在宅の障害（児）者が、衛生的で
快適な生活を営むことができるよう
布団丸洗い乾燥サービスや、一時
的に介護できない家族の支援を
行います。

障害者虐待の防止や早期発見、
迅速かつ適切な保護、自立の支
援、適切な養護者に対する支援を
行います。

障害者福祉施設従事者を対象に
虐待の防止や対応への研修会を
開催します。
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事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

26,200 福祉課

総合支援補装具 (26,200)

給付事業

19,956 福祉課

地域生活支援 (20,458)

基本事業

24,000 福祉課

障害者日常生活 (24,000)

用具給付事業

89,068 福祉課

地域生活支援 (95,820)

給付事業

256,300 福祉課

障害児通所支援 (196,584)

事業

（５）高齢者福祉の推進【施策：35】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

【拡充】 15,094 介護高齢課

高齢者住宅 (13,100)

リフォーム助成

事業

119,145 介護高齢課

特別養護老人 (54,225)

ホーム等建設

補助事業

（６）生活困難者の自立及び支援【施策：36】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

【新規】 11,000 福祉課

生活困窮者自立 (0)

支援事業

【新規】 432,325 福祉課

臨時福祉給付金 (0)

給付事業

3,482 子育て

ひとり親家庭高等 (2,588) 支援課

技能訓練促進

事業

地域の特性や障害の支援区分等
に応じて、自立した生活を送るた
めの移動支援など、地域生活支
援サービスの給付費を給付しま
す。

高齢者が居住する住宅について、
移動等の障害となる要因を除去す
るための住宅リフォーム工事の経
費の一部を助成します。

ひとり親家庭の母親・父親が就職
しやすくなるよう資格取得を支援し
ます。

生活困窮者自立支援法に基づ
き、生活困窮者への必要な支援を
計画的に行い、早期に生活困窮
状態からの脱却を図ります。

消費税率引上げに伴う、低所得者
への臨時的給付措置を行います。

障害者の能力及び適性に応じ、
自立した日常生活又は社会生活
を営むことができるよう支援を行い
ます。

身近な地域での早期療育を進め
るため、障害児や発達の遅れが認
められる児童が通所する放課後等
デイサービスなど通所サービスの
給付費を給付します。

障害（児）者の補装具の購入又は
修理の費用の一部を給付します。

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

引き続き実施します。

消費税率引上げに伴う生活への
影響を緩和するため、給付対象者
１人につき１万円を給付します。
(対象者のうち老齢基礎年金受給
者等は１人につき５千円加算。）

引き続き実施します。

長期入所80床規模の特別養護老
人ホームの整備を支援します。

社会福祉法人綿半野原積善会に
よる長期入所80床規模の特別養
護老人ホーム建設に係る補助を
行います。

平成27年度からの「生活困窮者自
立支援法」の施行に向け、関係機
関と協働してモデル事業を導入
し、生活困窮者への早期の支援を
行う機能を整えます。

ひとり親家庭の自立支援のため、
制度を広報し、啓発を行います。
また、引き続き、資格取得を支援
します。

在宅の重度障害者等に対し、日
常生活の不便な面を補うための用
具の購入費用の一部を給付しま
す。

引き続き実施します。

引き続き住宅リフォームの助成を
し、住み慣れた自宅で日常生活を
自力で行える高齢者数を増やし、
介護予防の促進につなげます。

引き続き実施します。

引き続き実施します。また、精神障
害者等の家族同士の交流やピア
サポート活動に対し支援します。
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事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

408,684 子育て

児童扶養手当 (409,849) 支援課

給付事業

60,300 地域計画課

公営住宅整備 (87,177)

事業

(二ツ山団地)

（７）子どもを産み育てやすい環境の充実【施策：37】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

【新規】 2,990 子育て

（仮称）こども家庭 (0) 支援課

応援センター

事業

【新規】 132,589 子育て

子育て世帯臨時 (0) 支援課

特例給付金給付

事業

【拡充】 13,026 子育て

こども発達総合 (12,000) 支援課

支援事業

【拡充】 76,589 子育て

地域子育て支援 (39,266) 支援課

拠点事業

4,499 福祉課

結婚支援事業 (4,499)

1,873,935 子育て

児童手当給付 (1,874,835) 支援課

事業

8,997 子育て

養育支援事業 (8,967) 支援課

5,979 子育て

次世代育成支援 (6,094) 支援課

行動計画推進

事業

関係機関と協働し、特別な支援が
必要な児童・家庭に、相談･訪問
や育児援助をするとともに、家庭
の事情等により一時的に養育が困
難な家庭への支援を行います。

発達が心配な子どもの早期発見・
早期支援の仕組みづくりを行いま
す。子どもの一貫した発達支援の
ための情報共有と一体的な早期
支援体制の構築に取り組みます。

つどいの広場を開設し、親子の交
流、子育て相談、情報発信などを
行います。

「みんなで子育て応援サポーター
会議」により、子育て応援モデル
事業の検討や情報の発信を行
い、地域のみんなで支えあう子育
ち子育てを推進します。

二ツ山団地は耐用年数が過ぎ、
老朽化が著しいため、平成21年度
から29年度までに35棟140戸を７
工区に分け整備します。

消費税率引上げに伴う、子育て世
帯への臨時的給付措置を行いま
す。

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

平成26年度は、第４期工事５棟20
戸と集会所を整備します。

子育ての経済的負担を軽減する
よう、中学校修了までの子どもを扶
養する保護者等に対し児童手当
を支給します。

幼保の発達支援の取り組みにつ
いて、医療関係者とも連携を図り
ます。また、幼保小連携の仕組み
づくりは、研究園・研究校を選定し
取り組みます。

センター設置へ向けて、市民や専
門家の意見を聴きつつ、先進地
視察を行い、センターの基本方
針、機能や役割、職員体制等の
検討を行います。

子育て支援の多様な主体を結び
つけ、子育ての悩みや不安を気
軽に相談できる「（仮称）こども家
庭応援センター」設置に向けて準
備を行います。

ひとり親家庭の生活の安定と自立
を助けるため、児童扶養手当を支
給します。

対象者へ制度の広報を行い、児
童扶養手当の支給を行います。

子どもの年齢、子どもの人数に応
じて、児童手当の支給を行いま
す。

消費税率引上げに伴う子育て世
帯への影響を緩和するため、対象
児童１人につき１万円を給付しま
す。

初婚や再婚を問わず、結婚を希
望する全ての人が、気軽に安心し
て相談できる環境を整備し、未来
のパートナーとの出会いの機会を
創出します。

出会いの機会を増やすため、結
婚相談員やまちづくり委員会など
が取り組む婚活イベントの開催を
支援します。また、商工会議所等
と協力し婚活のＰＲを行います。

つどいの広場の新規開設や施設
改修に取り組みます。

（仮称）こども家庭応援センターの
設置に向け、児童虐待における、
対応困難なケースの増加に対処
するための体制づくりを検討しま
す。

新すくすくプラン後期計画の後継
計画に位置づけられる「子ども・子
育て支援事業計画」を、市民の皆
さんの意見を聴きながら策定しま
す。
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（８）災害対策の推進【施策：41】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

【新規】 6,675 危機管理・

緊急輸送道路 (0) 交通安全

沿道建築物 対策室

実態調査事業

【新規】 0 危機管理・

伊那谷３市合同 (0) 交通安全

防災啓発番組 対策室

制作事業

【拡充】 2,148,948 庁舎整備

庁舎整備事業 (1,228,413) 推進室

【拡充】 519,275 生涯学習・

公民館等耐震化 (365,004) スポーツ課

整備事業

53,100 土木課

防災対策避難路 (50,880)

整備事業

72,100 土木課

自然災害防止 (67,800)

事業

5,100 土木課

橋りょう耐震整備 (51,300)

事業

22,656 土木課

河川改修事業 (24,750)

26,743 危機管理・

消防体制強化 (26,000) 交通安全

整備事業 対策室

53,131 危機管理・

消防体制強化 (51,673) 交通安全

整備事業（単独） 対策室

10,208 危機管理・

消防団詰所整備 (10,000) 交通安全

事業 対策室

飯田・伊那・駒ヶ根の３市が合同で
防災啓発番組を制作し、各市の
ケーブルテレビで放映します。【ゼ
ロ予算事業】

飯田市地域防災計画に掲載され
ている危険箇所の災害を未然に
防ぎ、安全性を確保するため、法
面保護や護岸整備などを行いま
す。

長野県及び飯田市の防災計画に
指定されている緊急輸送路に架
かる橋を診断し、必要に応じて耐
震整備を行います。

有事の際に市民が安全に避難場
所へ避難することができるように、
避難路の整備を行います。

第10次消防力整備計画により、消
防ポンプ自動車、小型動力ポンプ
付積載車等を順次更新します。

事　　　業　　　名

消防ポンプ自動車１台、小型動力
ポンプ付積載車３台、搬送車２台
を更新します。また、救助資機材
安全管理用品を整備します。

第10次消防力整備計画により、耐
震性貯水槽の整備を進めます。

耐震性防火貯水槽40ｔ槽を４基
（上郷黒田、下久堅知久平、羽場
正永町、松尾代田）整備します。

鼎一色の詰所の敷地拡充、旧南
信濃の詰所の解体、ホース乾燥
塔の整備、老朽化警鐘楼の撤去
を行います。

消防団の詰所及び消防施設の整
備を行います。

大平跨道橋（飯田富山佐久間線
（龍江）に架かる橋）の橋りょう耐震
補強を行います。

改修の必要がある河川や排水路
について、緊急性を考慮し整備を
行います。また旧市街地に大火前
からある在来下水の不良箇所を改
修します。

河川改修を５箇所、排水路整備を
11箇所、在来下水対策について
は橋南・橋北地区全域で実施しま
す。

耐震診断結果等から耐震性が低
いと判断された公民館・自治振興
センターを対象に、計画的な整備
を進めます。

建築物の耐震改修の促進に関す
る法律の改正に伴い、緊急輸送
の調査及び緊急輸送道路沿道建
築物の実態調査を行います。

道路危険箇所改修を５路線、河川
危険箇所改修を５箇所実施しま
す。

市内の緊急輸送道路沿いにある
建築物の耐震状況を調査し、飯田
市耐震改修促進計画の見直しと
方針の検討を行います。

飯田OIDE長姫高校と飯田・伊那・
駒ヶ根３市の防災担当者が連携
し、地震災害に対する啓発番組を
制作します。

下久堅公民館、上久堅公民館、
丸山公民館の耐震改修、建設工
事等を行います。

新庁舎の建設工事を完了させ、新
庁舎での業務を開始します。ま
た、現庁舎の耐震改修に着手しま
す。

新庁舎の建設と現庁舎の耐震改
修により、防災拠点機能の確保
と、市民サービスの充実を図りま
す。

伊賀良409号線（三尋石）、竜丘
198号線（駄科）、千代15号線（法
全寺）、1-39号母子ケ谷線（鼎）、
1-89号御殿山線（上郷）の整備を
行います。
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事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

1,000 危機管理・

中山間地域に (1,000) 交通安全

おける避難の 対策室

あり方検討事業

15,752 危機管理・

住宅倒壊防止 (16,040) 交通安全

事業 対策室

（９）交通安全の推進【施策：42】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

92,400 土木課

通学路安全対策 (173,000)

事業

8,950 危機管理・

交通安全施設 (10,450) 交通安全

整備事業 対策室

696 学校教育課

通学路安全対策 (3,625)

事業

（10）地域安全の推進【施策：43】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

2,759 男女共同

消費生活推進 (2,791) 参画課

事業

（11）交通機関と道路の充実【施策：44】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

【新規】 102,700 土木課

道路改良事業 (0)

（道路ストック

総点検）

【拡充】 99,511 リニア

市民バス等運行 (86,279) 推進課

事業

【拡充】 117,314 土木課

橋りょう長寿命化 (112,150)

修繕事業

391,078 土木課

道路補修事業 (391,966)

道路舗装補修

事業

通学路における安全対策として、
防犯ブザーを配布し、登下校にお
ける交通安全、安全対策の意識
の向上に努めます。

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

老朽化が進む道路の法面、盛土、
擁壁や道路付属物の点検を行うこ
とで、健全度の把握と予防対策を
実施し、長寿命化を図ります。

交通弱者の移動手段の確保、低
炭素なまちづくり等を目的に、路
線バスや乗合タクシーの運行支援
を行います。

橋梁長寿命化修繕計画に基づき
計画的に修繕の必要な橋りょうの
修繕を行い通行の安全を確保しま
す。

消費生活に関する啓発・相談や法
に基づく立入検査の実施等で、消
費者保護に取り組みます。

交通安全施設の整備を行います。

昭和56年以前に建築された戸建
木造住宅を対象に、耐震診断及
び耐震改修の補助を行います。

路面の陥没や破損した側溝・舗装
の不良箇所などを補修し、安全で
円滑な交通を確保します。

中山間地域の集落単位に災害時
の避難について検討を行います。
また、検討に基づく集落独自の災
害対応マニュアルを作成します。

危険が予想される場所へ、路側
帯、道路標識、道路反射鏡等の
整備を行います。

耐震診断100戸、耐震改修20戸に
対して補助します。

飯田市の各小学校区における通
学路について危険と思われる箇所
を点検し、危険と判断した箇所の
整備を行い児童等の安全を確保
します。

引き続き運賃の地区別エリア制実
証実験に取り組みます。また、乗
合タクシーは、地区の高齢者の集
まりでの出張PRなどを積極的に行
い、利用促進に取り組みます。

新小学校１年生に防犯ブザーを
配布します。

消費生活相談員による相談窓口
の設置、幅広い広報啓発活動や
法に基づく立入検査等実施しま
す。

鼎330号線他で歩道整備、防護柵
設置、路面表示設置などを行いま
す。また、通学路道路改良として
2-17号砂払滝の沢線（砂払町）の
整備を行います。

災害時の中山間地域における、
危険箇所の把握と避難経路など
の検討を行い、防災・減災の意識
を高めます。

市内全域の道路補修と道路舗装
の補修を行います。

市内全域で道路ストック総点検
（法面点検、附属物点検）を行い、
結果を公表します。

橋梁長寿命化計画に基づき詳細
調査・実施設計や修繕工事を行
います。
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事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

78,622 土木課

道路維持管理 (82,862)

事業

491,450 土木課

道路改良事業 (210,000)

（補助）

148,161 土木課

道路改良事業 (150,897)

（単独）

5,800 土木課

橋りょう補修事業 (5,870)

13,644 土木課

街路管理事業 (13,500)

（12）居住基盤の向上【施策：45】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

【拡充】 144,000 水道業務課

下水道管路長寿 (40,000)

命化対策事業

【拡充】 47,140 土木課

公園整備事業 (14,059)

（単独）

6,068 土木課

河川維持補修 (6,108)

事業

27,000 土木課

都市公園長寿命化 (30,000)

修繕事業

53,026 土木課

都市公園等維持 (52,813)

管理事業

28,340 土木課

飯田子どもの森 (27,300)

公園管理運営

事業

街路灯、街路樹の維持管理を行
い安全で住みよいまちづくりを目
指します。

河川施設の維持補修を行い、漏
水や護岸の決壊を未然に防止し、
市民の安全を確保します。

事　　　業　　　名

道路側溝や暗渠の清掃、支障木
草除去、降雪時に除雪路線の除
雪や融雪剤の散布を行い、安全
な道路を確保します。

事　　　業　　　名

老朽化した橋梁施設の補修を行
い、安全な交通を確保します。

「長寿命化計画」「総合地震対策
計画」に基づき管路施設の機能維
持と向上を進め下水道サービスの
安定供給に努めます。

手づくり広場の設置や、都市公
園、児童遊園、農村公園等の公
園改修を行います。新たに、旧慈
光松尾保育園の跡地を利用し、公
園を整備します。

市内全域の都市計画街路におけ
る街路樹の剪定、病害虫防除や
街路灯管理等を行います。

市内全域の橋りょうの補修を行い
ます。

市内全域で適正な道路の維持管
理を行うとともに、指定路線におい
て除融雪業務を行い通行の安全
の確保を図ります。

幹線道路の拡幅改良や交差点改
良、歩道設置などを行い歩行者や
通行車両が安全で、便利に通行
できる道路整備を進めます。

飯田処理区を中心に管路の更生
工事、管口の耐震化工事、業務
継続計画（BCP）策定に着手しま
す。

都市公園38箇所、児童遊園20箇
所、農村公園３箇所、その他公園
32箇所、（県）風越公園１箇所の
維持管理を行います。

市民の憩いの場であり子どもたち
の遊び場でもある公園を、楽しく
安全に利用できるように維持管理
します。

体験学習や動物とのふれあい事
業などの市民活動の支援を行い
ます。

公園施設長寿命化計画に基づき
計画的に遊具等を改修し、市民が
安心して集える公園整備を進めま
す。

2-48号駄科桐林線（竜丘）、松尾
188号線（松尾代田）、1-51号祝沢
線（松尾代田）、下久堅32号線（新
焼却場関連）の改良、竜丘118号
線（桐林）の舗装を行います。

幹線道路や生活道路の改良を行
い、便利で安全に移動できるよう
に整備を進めます。

幹線道路改良を22路線、一般道
路改良を17路線行います。また、
市内全域で小規模道路改良、道
路舗装、生活関連道路整備を行
います。

飯田子どもの森公園の施設の管
理を指定管理者に委託します。こ
れにより市民が楽しく安全に公園
を利用することができます。

市内全域で河川施設維持補修を
行います。

都市公園安全安心対策緊急支援
事業として４公園の施設整備を行
います。

児童遊園、農村公園等の公園改
修を行います。また、手づくり広場
等設置補助金を支出します。
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Ⅳ　自然・環境と調和した「低炭素社会・飯田」づくり 

（１）緑の保全と創出【施策：51】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

5,000 林務課

森林づくり推進 (5,000)

支援事業

（２）環境汚染の防止【施策：53】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

1,371 環境課

地下水水質管理 (1,356)

事業

（３）自然とのふれあいと環境学習の推進【施策：54】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

10,421 林務課

森林公園維持 (10,165)

管理事業

（４）日常的な環境負荷低減活動の展開【施策：55】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

【新規】 4,470 地球温暖

旧飯田測候所 (0) 化対策課

活用事業

【拡充】 3,180 地球温暖

エコライフ普及 (2,379) 化対策課

啓発事業

（５）廃棄物の減量と適正処理【施策：56】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

【拡充】 13,577 環境課

不法投棄対策 (4,448)

事業

（６）社会の低炭素化の推進【施策：57】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

【拡充】 8,620 地球温暖

新エネルギー (6,254) 化対策課

推進リーディング

事業

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

文化財としての旧飯田測候所を、
多くの市民の皆さんに親しまれる
よう環境学習の拠点として活用し
ます。

ポイ捨て等防止及び環境美化を
推進する市民条例の施行により不
法投棄対策を進めるため、環境美
化指導員を置き、監視・指導を強
化し、地域の美化を推進します。

事　　　業　　　名

市民、ＮＰＯ等の多様な主体との
連携による温暖化防止活動の実
施と支援を行います。

水資源の保全のため、地下水等
の水質と推量を計測し、水環境の
保全と今後の施策立案の基礎資
料とします。

再生可能エネルギーの導入による
持続可能な地域づくりのため、地
域が主体となった新たなエネル
ギー関連事業を支援します。

４月から上郷地域まちづくり委員
会を指定管理者として指定し、森
林公園を一体的に管理・運営しま
す。

文化財として活用しながら、環境
学習のできる施設として、指定管
理者による運営を開始します。

引き続き専門機関と地下水モニタ
リング調査を行い、その結果を公
表します。

野底山森林公園内の各施設を、
森林や林業とのふれあいの場、学
習の場として位置付け、維持管理
します。

県の森林づくり県民税を活用し、
地域固有の課題に対応した森林
整備を支援します。

地域と協働し、里山の整備、緩衝
帯の整備、竹林の整備などに取り
組みます。

環境美化重点路線等の指定によ
る重点的な指導、監視を行うととも
に、地域が取り組む美化活動を支
援し、ポイ捨て等を含む不法投棄
の防止を進めます。

りんご並木のエコハウスを拠点とし
た低炭素化のＰＲ・相談業務を行う
とともに、温暖化防止対策協議会
参加団体の主体的な取り組みを
支援します。

地域公共再生可能エネルギー活
用事業による分権型エネルギー
自治の推進、小沢川小水力発電
の実現、再エネ資源を活用した熱
電利用策の検討に取り組みます。
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事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

279 地球温暖

省エネルギー (303) 化対策課

推進事業

15,084 危機管理・

防犯灯LED化 (16,483) 交通安全

事業 対策室

市内の蛍光灯式防犯灯をLED防
犯灯に付け替え、省資源・省エネ
を推進します。

事　　　業　　　名

温室効果ガス排出量の削減に向
けて、家庭向けの省エネの取り組
みを推進します。

建築物の省エネ化についての研
修会を実施します。また、飯田地
域の風土にふさわしい省エネ建
築、改修のガイドラインの構築を
検討します。

市内419灯の防犯灯をＬＥＤ化しま
す。
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Ⅴ　多様性に富んだ暮らしと文化を次世代に継承する地域づくり

（１）地域資源の発見・資産化【施策：61】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

【拡充】 4,744 生涯学習・

愛宕蔵保存活用 (1,223) スポーツ課

事業

16,970 歴史研究所

歴史研究所調査 (20,904)

研究事業

768 歴史研究所

市誌編さん事業 (1,997)

（２）地域資産の保存・継承【施策：63】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

【拡充】 16,694 生涯学習・

恒川遺跡群 (5,000) スポーツ課

保存活用事業

【拡充】 80,467 生涯学習・

菱田春草生誕地 (1,000) スポーツ課

整備活用事業

【拡充】 3,119 歴史研究所

歴史研究所管理 (3,144)

事業

（３）地域情報・課題の相互理解の推進【施策：71】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

【拡充】 1,200 地域づくり・

自治活動組織 (1,200) 庶務課

加入促進

支援事業

19,868 地域づくり・

集会施設整備 (70,815) 庶務課

補助事業

（４）自立に向けた住民組織力の向上【施策：72】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

【拡充】 1,042 地域づくり・

空き家対策事業 (0) 庶務課

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

菱田春草の生誕地を、地域の魅
力ある重要な資産として整備、保
存、活用します。

地域の酒造産業の象徴的な建造
物である愛宕蔵の歴史的、文化的
価値を大切にし、地域の大切な資
源として保存活用します。

恒川遺跡群の保存活用を進め、
周辺に見られる遺跡群や文化資
産と一体的な活用を図ります。

地域に残された史料などを活用で
きる拠点として、調査研究により整
理、蓄積された情報を公開しま
す。

地域に残る貴重な歴史的資料に
ついて、市民や研究機関などと協
働して整理、調査します。

地域の歴史を知り、ふるさと意識
の醸成を目的として、調査研究活
動の成果を集約、公開する多面
的で永続的な市誌編さん事業に
取り組みます。

太田上集会所、宮の平集会所、
西鼎公民館、恒川・清水生活改善
センター、田力生活改善セン
ター、上殿岡集会所の整備を補助
します。

モデル地区内の未加入世帯にア
ンケート調査を行い、役員やコー
ディネーター活動に活かします。
また、転入・転居の届け出時にお
ける窓口案内を強化します。

空き家対策会議を発足させ、条例
整備を含む総合的な空き家対策
を推進します。また、地域が提案
する研究事業や、先進的な活動を
支援します。

自治組織が設置する集会施設の
新築、増改築を補助します。

総合的な空き家対策の取組方針
を策定し、有効活用に結び付けま
す。

地域に残る歴史資料の整理、保
存等を行います。また、地域史の
研究を行う団体等に対して補助を
行います。

江戸時代の飯田藩の行政の仕組
みが分かる「勤向書上帳」を翻刻、
解説し、飯田下伊那地域の歴史を
知ることができる基礎資料編として
出版します。

新たに歴史研究所協議会を設置
し、市民との連携を強化します。

菱田春草生誕140周年に合わせ、
芸術性の感じられる場として、市
民と協働し、生誕地を整備しま
す。

リーフレット作成やコーディネー
ター活動を支援し、自治活動組織
への加入を促進します。

老朽化している外壁等の補修を行
い、愛宕坂の一帯に蔵のある景観
を保全します。また、愛宕蔵の歴
史的価値を広く知っていただくた
めの説明看板を設置します。

国史跡指定「恒川官衙遺跡」の保
存管理計画策定と史跡公園の整
備に向けた計画策定を進めます。
また、古代役所の政庁を把握する
ための調査を引き続き行います。
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事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

100,000 地域づくり・

パワーアップ地域 (100,000) 庶務課

交付金事業

（５）交流による高付加価値化・国際化の推進【施策：81】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

【新規】 45,549 リニア

リニア推進事業 (25,364) 推進課

【新規】 51,139 地域計画課

リニア調査事業 (26,000)

3,914 企画課

大学とのネット (4,254)

ワーク構築事業

100,000 リニア

リニア中央新幹線 (300,000) 推進課

飯田駅整備推進

基金積立金

2,262 文化会館

人形劇のまち (3,901)

国際化推進事業

（６）三遠南信・中京圏の連携推進【施策：82】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

三遠南信地域 186 企画課

交流推進事業 (202)

（７）計画的な空間利用の推進【施策：83】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

【拡充】 9,821 地域計画課

土地利用計画 (7,726)

推進事業

470 地域計画課

空き家対策事業 (500)

事　　　業　　　名

三遠南信地域連携ビジョンを推進
するため、推進会議（SENA）を中
心に更なる連携強化を図るととも
に、三遠南信自動車道の早期開
通を目指します。

座光寺ＰＡへのスマートインター設
置について調査･検討を行い関係
機関と協議・調整を進めます。道
路軸についても関係機関と協議・
調整し具体化の検討を進めます。

世界の国々や人形劇団との連携
を深めながら、「人形劇のまち飯
田」の魅力を世界に発信します。

「リニアを見据えた都市構造」に示
した道路軸について関係機関と連
携・調整し具体化の検討を進めま
す。

AVIAMA総会に参加し、加盟都市
との連携を図ります。
友好都市を締結している（仏）シャ
ルルヴィル・メジエール市との友好
関係を深めます。

大学連携会議「学輪IIDA」など、
様々な大学との連携による取り組
みを推進することで、人材育成や
地域振興に寄与する知のネット
ワークの構築を目指します。

リニア中央新幹線飯田駅の開業を
見据えた社会基盤整備のための
資金を積み立てます。

引き続き、必要な資金の積立てを
行います。

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

老朽化し危険な空き家について、
危険状態の解消を図り、適正管理
及び良好な土地利用の推進に向
けた取り組みを進めます。

飯田市土地利用基本方針・地域
土地利用方針に基づき都市計画
道路・用途地域の見直し等の都市
計画決定を行い、計画的な土地
利用を推進します。

市内20地区の「まちづくり委員会」
が行う個性と魅力ある地域づくりを
支援します。

各地区の特徴に応じた、共益的ま
ちづくり活動に交付金を交付し、
自治組織の事業を育成・支援しま
す。

リニア将来ビジョンに掲げる都市
像の実現に向け、気運の醸成を
高めつつ、地域づくりを推進すると
ともに、中央新幹線の早期実現に
向けた取り組みを進めます。

リニア駅周辺の整備構想を策定す
るとともに、リニア将来ビジョンに掲
げる都市像の実現に向けた事業
の推進と戦略的な取り組みを創造
します。

引き続き、土地利用基本方針の変
更や、地域土地利用計画の策定
を推進します。また、中心市街地
の機能充実を図るため、桜並木整
備の調査・検討を行います。

SENAの「新・連携組織」移行や広
域連合設置の検討等、圏域全体
の連携・融合について検討を進
め、三遠南信サミット2014in遠州
で、方向性を公表します。

様々な大学との関係構築を図ると
ともに、学輪IIDAのネットワークな
どを活用しながら、モデル的な研
究や取り組みなどプロジェクト活動
を推進します。

老朽化し危険な空き家について、
調査・把握を進めるとともに、対策
方針に従い適正管理に向けた取
り組みを進めます。
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（８）活気ある街づくりの推進【施策：84】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

【新規】 4,500 商業・

飯田駅周辺 (0) 市街地

プロジェクト事業 活性課

【新規】 20,000 土木課

東栄公園整備 (0)

事業

【拡充】 113,020 土木課

中心市街地道路 (10,000)

整備事業

1,350 商業・

中心市街地活性 (1,350) 市街地

化協会運営事業 活性課

2,195 商業・

りんご並木活性 (2,195) 市街地

化事業 活性課

204,500 土木課

飯田144号線 (177,800)

整備事業

46,898 土木課

動物園管理運営 (45,255)

事業

3,951 土木課

りんご並木管理 (4,000)

事業

（９）中山間地域振興の促進【施策：85】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

【新規】 5,000 地域づくり・

過疎集落等自立 (0) 庶務課

再生対策事業

【拡充】 114,480 地域計画課

地域振興住宅 (96,000)

整備事業

事　　　業　　　名

空き店舗を再生・活用する事業や
丘のまちフェスティバルなどの賑
わいづくり事業を支援します。

中心市街地の歩道、車道等を機
能的で誰もが使いやすく景観にも
配慮した整備を行い、中心市街地
のアクセス向上と活性化を図りま
す。

通り町主税町線（通り町）の照明灯
設置、谷川２号線（中央通り２丁
目）及び飯田99号線（仲ノ町）の道
路改良、林檎並木大宮線（りんご
並木）の舗装を行います。

飯田144号線（市役所横から１－
16号箕瀬羽場坂線）の歩道の整
備及び車道の舗装を行います。ま
た、市役所の旧オフトーク棟を解
体します。

空き店舗活用や賑わいづくり事業
に取り組む中心市街地活性化協
会を支援します。

中心市街地の賑わいを創出する
ため、りんご並木の活性化に取り
組みます。

事　　　業　　　名

第２期中心市街地活性化基本計
画に基づき、飯田駅周辺の今後
の集客・交流及び情報発信機能
の充実などについて、調査、研究
します。

東栄公園の園路整備を行います。

多様な主体との協働により、りんご
並木の歩行者天国（車両通行規
制）を４月から11月の間、月１回の
ペースで行い、中心市街地の賑
わい創出に取り組みます。

市役所新庁舎へのアクセス向上、
通過車両や歩行者の安全性、利
便性確保のため、飯田144号線の
整備を行います。

動物とのふれあいや体験学習など
のイベントを支援し、多くの人が集
まり、ふれあい、楽しめる動物園の
運営に努めます。

りんご並木の景観の保全や、そこ
を訪れる人々の憩いの場となるよ
う、りんご並木の維持修繕と管理を
行います。

引き続きりんご並木の芝生、樹
木、街路灯、御用水路等の維持
管理を行います。

地域振興住宅に地域産木材を活
用することとし、新築６戸を建設、２
戸の改修を行います。

過疎集落等を対象に、地域資源
を活かした住民主導で行う活性化
事業を支援します。

千代地区で実施する大学と地域と
の協働による地域活性化に係る事
業を支援します。

中山間地域のコミュニティの活性
化や伝統・文化の継承など、地域
の維持を目的に、各地区まちづく
り委員会と協同して地域振興住宅
を整備します。

東栄公園を、憩いのための魅力あ
る場所となるよう、旧飯田測候所跡
地と一体的に整備します。

動物園の魅力を来園者に伝えると
ともに、活気あるまちづくりに貢献
します。

飯田駅周辺の諸機能の充実など
について、調査、研究を始めま
す。飯田駅周辺等の空店舗解消
に向け、多様な主体とともに創業
支援に取り組みます。
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事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

【拡充】 3,100 南信濃

南信濃中山間 (0) 自治振興

地域振興事業 センター

（木沢モデル）

2,100 地域づくり・

中山間地域振興 (2,100) 庶務課

支援事業

（地域振興）

2,500 地域づくり・

中山間地域振興 (2,500) 庶務課

支援事業

（定住支援）

7,620 上村・

過疎地域定住 (7,620) 南信濃

促進事業 自治振興

センター

2,274 農業課

中山間地域振興 (2,570)

プロジェクト事業

41,250 土木課

道整備交付金 (51,100)

事業

（補助）

30,300 土木課

辺地対策道路 (20,300)

改良事業

（10）市民参画による協働の推進【施策：91】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

【拡充】 10,000 地域づくり・

ムトス飯田支援 (9,000) 庶務課

事業

第５次基本構想 432 企画課

基本計画推進委 (537)

員会運営事業

31,241 選挙管理

長野県知事選挙 (0) 委員会

事務局

14,881 選挙管理

飯田市農業委員 (0) 委員会

会委員選挙 事務局

事　　　業　　　名

拠点施設である飯田市南信濃都
市山村交流促進施設（旧木沢小
学校）の給食室を改修し、機能を
強化します。

各まちづくり委員会が取り組む地
域の特色を活かした自発的な事
業を支援します。

都市住民との交流による地域活性
化に取り組んでいる木沢地区の活
動をモデル事業として支援しま
す。

ムトス飯田推進委員会を通じ、ま
ちづくり・地域づくり団体を支援し
ます。一般社団法人ムトス飯田市
民ファンドと連携し、ＮＰＯ法人を
支援します。

事　　　業　　　名

ムトス飯田30周年を踏まえ、多様
な主体の協働を推進します。一般
社団法人ムトス飯田市民ファンド
では、ＮＰＯ法人が利用し易い融
資を行います。

市民等による第５次基本構想基本
計画推進委員会を設置し、後期
基本計画の進捗状況を評価する
とともに、意見提案を得て、効果的
な基本計画の推進を図ります。

平成25年度の施策や事務事業に
ついての評価に対して、市民目線
による二次評価と提言をいただ
き、後期基本計画の進行管理に
反映します。

平成26年7月19日任期満了に伴う
飯田市農業委員会委員選挙を執
行します。

飯田市農業委員会委員選挙が滞
りなく実施できるよう、選挙の準備
及び適正な執行管理を行います。

辺地総合計画に基づき、辺地地
域内の、狭く曲がった市道を通行
しやすく整備します。

千代177号線（毛呂窪）の整備を
行います。

平成26年8月31日任期満了に伴う
長野県知事選挙を執行します。

長野県知事選挙が滞りなく実施で
きるよう、選挙の準備及び適正な
執行管理を行います。

地域再生計画に基づき地域の活
性化や観光地へのアクセス向上を
図ります。

中山間地域７地区のまちづくり委
員会が取り組む地域振興の事業
を支援します。

上村１号線（しらびそ）
上村４号線（程野山）
上村150号線（下栗）
の整備を行います。

人口減少が進み、地域の担い手
が高齢化する中山間地域の象徴
的な課題が顕在化している遠山
郷において、住民による地域振興
事業を連携して取り組みます。

下栗地区を重点地域とし、中山間
地域振興のモデルとなるよう、農
地・景観の保全や住民交流活動
を支援します。

下久堅、上久堅、千代、龍江、三
穂地域のまちづくり委員会が取り
組む定住促進活動を支援します。

５地区のまちづくり委員会が取り組
む定住促進活動を支援します。

過疎地域の課題を踏まえ、上村・
南信濃まちづくり委員会が主体的
に取り組む定住促進に必要な事
業活動を支援します。

若者の定住を地域で喜び合う仕
組みや遠距離通学者の支援、高
齢者の生きがい対策に集落維持
対策を加え、集落や個人を支える
事業を支援します。
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（11）情報共有の促進【施策：92】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

【新規】 300 広報・情報

シティプロモー (0) 推進課

ション実施事業

（12）良質な行政サービスの提供【施策：93】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

【新規】 3,000 企画課

拠点間機能 (0)

連携調査事業

18,539 人事課

職員研修事業 (26,021)

（13）効率的、効果的な行財政運営【施策：94】 単位：千円

事業の概要 26年度の展開 予 算 額 担当課

【拡充】 129 企画課

ふるさと飯田応援 (60)

隊募集事業

行財政改革大綱 148 企画課

・改革プラン進行 (137)

管理事業

事　　　業　　　名

13年後のリニア中央新幹線開業を
見据えつつ、「飯田の認知度」を
高めるための情報発信（シティプロ
モーション）に取り組みます。

「シティプロモーションチーム」を作
り、取組方針を検討するとともに、
試験的な活動を始めます。

事　　　業　　　名

接遇研修、政策形成研修等を実
施するとともに、職員の自主研修
を支援します。また、観光分野で
の人事交流を行います。

広域交通拠点と中心拠点をどう緊
密に、綿密に結び付けていくかな
ど、機能連携を総合的に検討する
ための基礎資料調査を実施しま
す。

事　　　業　　　名

行財政改革大綱・改革プランの着
実な推進のため、市行財政改革
推進委員会や市議会から意見、
評価をもらいながら、改革改善項
目に取り組みます。

平成25年度の改革改善項目の取
組状況を総括し、報告します。取
組状況についての意見、評価を
次年度以降の取り組みへ反映さ
せます。

リニア中央新幹線の開通を見据
え、中心拠点である中心市街地
と、広域交通拠点であるリニア駅と
の機能連携を総合的に検討しま
す。

ふるさと寄附金制度を利用して、
飯田市で行っている様々な取り組
みの応援をしていただけるよう、ふ
るさと寄附金制度の周知を図りま
す。

市公式ウェブサイト、広報いいだ
への情報掲載等により周知を図り
ます。また、手軽に寄附をしていた
だけるよう、クレジットカードによる
収納を導入します。

地方分権時代に対応した十分な
能力と実行力を備えた職員を育成
するため、階層や業務内容、課題
に応じた研修を職場内外で行いま
す。
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 地域経済活性化プログラム　2014　～リニア中央新幹線と三遠南信自動車道の開通を見据えて～

分野    事業展開 主な事業の予算額　26億4,431万円　 【単位：万円】

◎ 新産業クラスター事業 1,007

企業誘致推進事業 325

◎ 産業用地整備事業 2,500

三遠南信連携推進事業 128

企業立地促進事業 9,343

産業活性化懇話会開催事業 70

◎ ６次産業化推進事業 20,500

飯田産業技術大学事業 270

ものづくり高度人材育成事業 300

次世代を担う産業人材育成事業 55

地場産業等振興事業 4,320

環境技術開発センター運営事業 542

技術交流促進事業 322

ビジネスネットワーク支援・受発注開拓事業 252

三遠南信連携推進事業（再掲） 128

果樹・野菜等振興事業 702

◎ 畜産振興事業 700

農業生産施設整備支援事業 37

◎ 市田柿生産体制強化支援事業 1,262

◎ 市田柿ブランド推進プロジェクト事業 224

◎ ６次産業化推進事業（再掲） 20,500

◎ ツーリズム連携による地域農産物ファン創出事業 41

◎ 市田柿ブランド推進プロジェクト事業（再掲） 224

南信州牛ブランド推進事業 93

◎ 豆・そばによる遊休農地活用事業 190

◎ 新規就農者支援事業 5,118

農業担い手誘致事業 67

◎ 意欲ある農業者支援事業 3,313

◎ 元気な農村づくり推進事業 51

◎ 耕作放棄地対策事業 435

中山間地域振興プロジェクト事業 227

中山間地域等直接支払事業 4,480

◎ 農作物被害対策事業（鳥獣被害対策、凍霜害対策等） 4,856

集約化支援対策事業 130

林道舗装事業 921

林道改良事業 8,721

森林造成事業 547

間伐促進対策事業 666

森林整備地域活動支援事業 1,289

◎ 飯田の木で家を建てるプロジェクト事業 302

みんなで支える里山整備事業 228

森林づくり推進支援金事業 500

みどりの景観整備事業 313

森林公園維持管理事業 1,042

農

業

林

業

・森林整備の推進及びCO2の
 森林吸収源対策
・地域産材や間伐材の利用の
 推進

・「農村」の活力向上

　リニア中央新幹線のルートと駅位置の詳細が明らかになり、高速交通網時代が近づいてきました。地域経済活性化プ
ログラム2014では、事業者、経済団体、金融機関ほか多くの皆さんとともに、その高速交通網時代の立ち上げに向けた
産業づくりへの具体的な取り組みを進めていきます。ここでは、地域経済活性化プログラム2014で取り組む主な事業の
予算額を、業種別に紹介します。

製

造

業

・農業と他産業との連携による
 チャレンジ

・農業担い手の確保、育成

・新産業創出支援

・技術力、開発力の強化

・マーケティング機能の強化

・農業生産の基盤強化

平成26年度当初予算資料
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◎：新規、拡充事業
【単位：万円】

天龍峡活性化事業 4,140

まちなか誘客促進事業 52

エコツーリズム推進事業 64

体験型観光推進事業 96

◎ 遠山郷観光戦略プロジェクト事業 9,062

観光振興ビジョン策定事業 200

観光誘客宣伝事業 454

まちなか誘客促進事業（再掲） 52

エコツーリズム推進事業（再掲） 64

体験型観光推進事業（再掲） 96

天龍峡活性化事業（再掲） 4,140

観光誘客宣伝事業（再掲） 454

観光まつり振興事業 1,166

観光施設管理事業 2,575

まちなか誘客促進事業（再掲） 52

名桜鑑賞誘客事業 149

天龍峡活性化事業（再掲） 4,140

◎ 遠山郷観光戦略プロジェクト事業（再掲） 9,062

海外誘客促進事業 25

観光誘客宣伝事業（再掲） 454

自転車のまちづくり事業 730

観光誘客宣伝事業（再掲） 454

飯田観光協会運営事業 1,105

商業振興推進事務 289

◎ 商業活性化支援事業 450

商業経営支援事業 52

にぎわい創出店舗活用事業 64

・金融機関等関係機関との
 連携強化
・地域金融人材育成

金融対策推進事業 126

中小企業金融対策事業 161,440

◎ 起業家育成支援事業 749

・経営改善支援
・事業再生支援
・事業・技術継承

中小企業経営安定支援事業 40

雇用対策事業 1,153

飯田産業技術大学事業（再掲） 270

ものづくり高度人材育成事業（再掲） 300

次世代を担う産業人材育成事業（再掲） 55

◎ 意欲ある農業者支援事業（再掲） 3,313

◎ 起業家育成支援事業（再掲） 749

・UIターン促進システムの強化 人材誘導事業 353

飯田勤労者共済会支援事業 1,142

桐林勤労者福祉センター運営支援事業 2,369

・勤労者の福利厚生の充実
・現代的課題を踏まえた働きやすい
 環境づくり

・雇用対策、人材マッチングの
 強化
・キャリアアップ環境整備
 （人材育成、情報提供）
・技術・技能の伝承、蓄積

・商業振興支援
・商店街等の活性化支援
・にぎわい創出支援
・経営支援及び人材育成支援

雇

用

･

人

材

観

光

商

業

金

融

・情報発信力の強化

・新高速交通網時代を見据えた
 観光ビジョンと観光戦略の策定

・飯田型ツーリズムの推進

・産業支援・企業支援
・金融支援（資金調達支援）
・起業支援

・多様な産業が連携した取り組み

・地域連携による観光誘客

・「おもてなし」の向上と観光拠点
 の活性化
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平成26年度当初予算資料

経済的自立度を高める多様な産業施策の推進　　7,838万円

　地域産業の持つ強みを活かし、これを担う人材の強化、人材・事業者の誘導をさらに進めます。

　支え、育む産業基盤づくり　535万円

　　ジョブカフェいいだ相談員の設置　（232万円）

  　若者に対する就職支援セミナー・講演会　（３万円）

　　首都圏の大学と企業との情報交換会、就職相談会　（43万円）

　　インキュベーションマネージャーの設置・研修　（257万円）

　未来を見据えた地域産業の魅力、強み、人材の強化　903万円

 ◎意欲ある農業者支援事業　（65万円）

　　技能褒章、技能五輪出場者の激励　（42万円）

 　 市田柿推進活動（地域内外に向けたプロモーション活動の推進）　（171万円）

　　次世代を担う産業人材育成（子ども科学工作教室ほか）　（55万円）

　　飯田産業技術大学（大学・支援機関等と連携した講座の開催）　（270万円）

　　ものづくり高度人材育成（信州大学大学院コースの運営）　（300万円）

　新しい力による新しい産業づくり　6,400万円

 ◎新規就農支援　（5,118万円）

 ◎新規起業家への支援　（600万円）

 ◎元気な農村づくりへの支援　（51万円）

　　農業の担い手誘致　（67万円）

　　起業支援（起業講座開催ほか）　（188万円）

　　地域金融人材の育成（研修会の開催）　（10万円）

　　語り部の育成（まちなか誘客）　（13万円）

　　人材誘導（ＵＩターン者人材バンク制度、

                            　    キャリアデザイン室の運営）　（353万円）

　啓発活動を通じて環境モデル都市を支える人材育成を
　推進します。

　 自然・環境と調和した
　　 　「低炭素社会・飯田」づくり　　1,689万円

　自然とのふれあいと環境学習の推進　1,087万円

　　環境学習の推進　（136万円）

　　みどりの少年団活動　（30万円）

　　かわらんべを利用した総合学習　（888万円）

　　エコライフコーディネータによる意識啓発　（33万円）

　日常的な環境負荷低減活動の展開　５万円
　　環境マネジメント審査員補資格継続

　廃棄物の減量と適正処理　24万円
　　小学生の環境に関するポスターコンクール

　社会の低炭素化の推進　573万円

 　 地域主体の再生可能エネルギービジネス支援　（482万円）

　　都市間交流環境学習の支援　（20万円）

　　TASKIプロジェクト、環境首都創造ネットワーク参画　（71万円）

　地育力による

人づくり

　　教育振興基本計画による３項目                   
　 推進するとともに、地域ぐるみの                   
   連携システム推進計画」を活用                     
   図っていきます。

知・徳・体のバランスの

　　育む人づくり（自立）

　学び合い育ち合い

　　 　人づくり（共育）

多様な文化や価値観を

社会を担う人づくり（共生）

５つの基本方針における人材育成・人材活用
～人材を育成・活用して進める21世紀型戦略的地域づくり～
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安心して健やかに暮らせるまちづくり　　4,487万円

　 「市民総健康」「生涯現役」を掲げる地域健康ケア計画推進のための多様な主体の関わりと
　 安全なまちづくりのための地域人材育成を推進します。

　心と体の健康づくり　595万円

　　飯田市食育推進計画の推進　（232万円）

　　健康福祉委員学習会等活動の支援　（363万円）

　共に支えあう地域福祉の推進　2,171万円

　　高齢者クラブ活動の推進　（627万円）

  　ボランティアの育成、活動の推進（福祉教育推進、地域支え合い活動 ほか）　（804万円）

　　支援を必要とする人と支援活動を行う人との結びつけ（ファミリーサポート ほか）　（740万円）

　子どもを産み育てやすい環境の充実　1,654万円

　　結婚支援アドバイザーの設置　（351万円）

　　「発達支援プログラム」実施のための専門的技能の研修　（1,303万円）

　災害対策の推進　19万円
　　災害救援ボランティアコーディネータの養成

　交通安全の推進　48万円
　　交通少年団の育成

　付加価値を生み出す人的ネットワークの構築と、多様な暮らしと
　文化に富んだ地域づくりを担う人材育成を推進します。

　　多様性に富んだ暮らしと文化を
　　　次世代に継承する地域づくり　１億5,793万円

　交流による高付加価値化・国際化の推進　991万円

　　リニアブランディング活用による人材活用　（600万円）

　　大学とのネットワークの構築（学輪ＩＩＤＡ）　（391万円）

　　人形劇のまち国際化の推進　（再掲）

　市民参画による協働の促進　1,000万円
　◎ムトス飯田支援事業

　良質な行政サービスの提供　1,854万円
　　職員の資質の向上（職員研修、環境政策関連事業の人事交流）

とれた生きる力を

【14億1,796万円】

豊かな人生を拓く

【３億3,719万円】

認め合い、共に生きる

【２億3,722万円】

　中山間地域の振興　　１億1,948万円

 ◎地域振興住宅の整備　（１億1,448万円）

 ◎大学生との協働による地域活性化　（500万円）

主な事業の予算額　　22億9,044万円
◎：新規、拡充事業

こころ豊かな

項目                   の基本目標に基づいた取組を
ぐるみの                   教育を推進する「地育力向上
活用                     して飯田市教育の質的向上を

19億9,237万円
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9
0
万
円
）

　
・
地
域
活
動
事
業
　
（
5
2
6
万
円
）

　 　
３
　
子
ど
も
の
育
ち
と
社
会
を
つ
な
げ
る
　
　
　
  
 　
　
（
1
億
2
,6
3
7
万
円
）

  
 ・
 地
育
力
向
上
連
携
シ
ス
テ
ム
の
推
進
  
（
2
6
7
万
円
）

 　
・
 ふ
る
さ
と
学
習
の
推
進
  
（
1
6
3
万
円
）

 　
・
 農
業
宿
泊
体
験
の
推
進
　
（
2
0
2
万
円
）

　
 ・
 キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
 　
（
7
2
万
円
）

  
◎
高
校
生
次
世
代
育
成
事
業
　
（
1
7
2
万
円
）

  
 ・
 知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
配
置
　
（
1
9
3
万
円
）

  
 ・
 放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
の
推
進
　
（
1
億
1
,4
5
8
万
円
）

  
 ・
 青
少
年
健
全
育
成
の
推
進
　
（
1
1
0
万
円
）

　
１
　
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
を
深
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
億
4
,9
5
8
万
円
）

　
・
自
然
の
ふ
れ
あ
い
と
環
境
学
習
支
援
の
推
進
　
（
2
8
万
円
）

　
・
地
域
の
歴
史
資
料
の
整
理
・
保
存
・
公
開
・
活
用
　
（
1
,6
9
7
万
円
）

　
・
市
誌
、
地
域
史
料
の
編
さ
ん
　
（
7
7
万
円
）

 　
・
 ふ
る
さ
と
学
習
の
推
進
　
（
再
掲
）

 　
・
 農
業
宿
泊
体
験
の
推
進
　
（
再
掲
）

　
 ・
 キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
　
（
再
掲
）

　
◎
高
校
生
次
世
代
育
成
事
業
　
（
再
掲
）

　
◎
菱
田
春
草
生
誕
地
の
整
備
　
（
8
,0
4
7
万
円
）

　
◎
菱
田
春
草
顕
彰
事
業
　
（
1
,1
5
2
万
円
）

　
　
 美
術
博
物
館
に
て
春
草
生
誕
1
4
0
周
年
特
別
展
等
の
開
催

　
 ・
 地
域
の
資
源
の
活
用
保
存
継
承
の
推
進
　
（
6
8
6
万
円
）

　
◎
恒
川
遺
跡
群
保
存
活
用
　
（
1
,6
6
9
万
円
）

　
　
 国
史
跡
指
定
に
基
づ
く
保
存
管
理
計
画
の
策
定
及
び
調
査

　
・
飯
田
下
伊
那
の
歴
史
研
究
調
査
　
（
1
,6
0
2
万
円
）

　
２
　
文
化
力
を
高
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
,0
4
0
万
円
）

  
 ・
 人
形
劇
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
　
（
9
3
3
万
円
）

　
・
人
形
劇
の
ま
ち
国
際
化
の
推
進
　
（
2
2
6
万
円
）

　
・
人
形
美
術
館
の
管
理
・
運
営
　
（
4
,1
6
7
万
円
）

　
・
人
形
劇
を
活
用
し
た
情
操
教
育
の
推
進
　
（
再
掲
）

　
・
実
行
委
員
会
方
式
に
よ
る
文
化
事
業
の
展
開
　
（
再
掲
）

　
・
美
術
博
物
館
の
展
示
公
開
　
（
1
,6
0
9
万
円
）

　
・
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
運
営
　
（
1
,1
0
5
万
円
）

　
・
研
究
機
関
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と
学
輪
ＩＩ
Ｄ
Ａ
と
の
連
携

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゼ
ロ
予
算
）

　
３
　
人
権
尊
重
と
認
め
合
い
の
意
識
を
高
め
る
　
　
　
　
（
7
2
4
万
円
）

  
 ・
 多
文
化
共
生
へ
の
取
り
組
み
　
（
6
2
8
万
円
）

  
 ・
 平
和
学
習
の
推
進
　
（
1
5
万
円
）

  
 ・
 人
権
尊
重
、
啓
発
の
推
進
　
（
3
9
万
円
）

  
 ・
 人
権
教
育
の
推
進
　
 （
4
2
万
円
）

◎
：
新
規
、
拡
充
事
業
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地
域
健
康
ケ
ア
計
画
2
0
1
4
～
「
市
民
総
健
康
」
と
「
生
涯
現
役
」
を
め
ざ
し
て
～

◎
：
新
規
、
拡
充
事
業

　
「
地
域
健
康
ケ
ア
計
画
」
を
保
健
・
福
祉
の
総
合
的
な
計
画
と
位
置
づ
け
、
め
ざ
す
健
康
福
祉
像
に
向

け
て
、
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
や
家
族
・
地
域
が
、
心
身
と
も
に
健
康
で
、
活
き
活
き
と
光

り
輝
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
次
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
み
ま
す
。

主
な
事
業
の
予
算
額
　
５
億
9
,6
6
8
万
円

健
康
づ
く
り
家
庭
訪
問
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
,6
1
9
万
円

歩
こ
う
動
こ
う
プ
ラ
ス
テ
ン
（
＋
1
0
分
）
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
2
,5
8
5
万
円

子
ど
も
と
そ
の
家
庭
に
対
す
る
「
総
合
的
な
発
達
支
援
」
　
１
億
1
,4
8
9
万
円

と
も
に
未
来
を
支
え
合
う
パ
ー
ト
ナ
ー
づ
く
り
　
　
　
　
　
　
4
5
0
万
円

高
齢
に
な
っ
て
も
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
　
　
　
　
　
　
１
億
9
,6
6
2
万
円

た
め
の
支
援

家
族
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
「
が
ん
」
対
策
　
　
　
　
　
　
　
9
,6
8
5
万
円

食
育
の
推
進
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
,1
7
8
万
円

　
共
食
を
す
る
人
の
増

加
に
向
け
て
、
全
て
の

年
代
を
対
象
に
食
育

を
考
え
る
機
会
の
提

供
や
啓
発
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

◎
（
仮
称
）
こ
ど
も
家
庭
応
援
セ
ン
タ
ー
事
業
（
2
9
9
万
円
）

◎
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
推
進
事
業
（
5
8
0
万
円
）

・
子
ど
も
発
達
総
合
支
援
事
業
（
1
,3
0
3
万
円
）

・
乳
幼
児
保
健
事
業
（
9
9
2
万
円
）

・
養
育
支
援
事
業
（
9
0
0
万
円
）

・
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
（
3
,9
6
3
万
円
）

・
小
中
連
携
・
一
貫
教
育
推
進
事
業
（
2
,6
1
3
万
円
）

・
教
育
相
談
事
業
（
8
3
9
万
円
）

　
6
2
歳
の
方
を
対
象
と
し
た

家
庭
訪
問
を
通
じ
、
健
康

づ
く
り
へ
の
支
援
を
行
い
ま

す
。

　
丁
寧
な
相
談
や
セ
ミ
ナ
ー

開
催
、
出
会
い
の
場
の
提

供
な
ど
で
結
婚
支
援
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
今
よ
り
身
体
活
動
量
を

10
分
増
や
す
「
プ
ラ
ス
テ

ン
」
に
つ
い
て
、
様
々
な

機
会
を
活
用
し
て
啓
発
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
年
代

や
健
康
状
態
に
応
じ
た

運
動
指
導
を
行
い
ま
す
。

　
が
ん
検
診
の
受
診
率
向

上
の
た
め
、
普
及
啓
発
・

受
診
促
進
を
行
い
ま
す
。

　
発
達
に
心
配
の
あ
る

子
ど
も
と
そ
の
家
庭
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
を
行
う
と
と
も

に
、
途
切
れ
の
な
い
発

達
支
援
体
制
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

　
生
き
が
い
と
健
康
づ

く
り
を
、
多
様
な
主
体
と

連
携
し
て
行
い
、
高
齢

者
の
介
護
予
防
や
認

知
症
対
策
に
取
り
組

み
ま
す
。

平
成
2
6
年
度
当
初
予
算
資
料

乳
幼
児
期

学
童
期

青
壮
年
期

中
年
期

高
齢
期

（
退
職
）

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

ご
と
に
対
象
と
な

る
施
策
な
ど
を
提

示
し
、
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

「
食
育
・
身
体
活

動
・
社
会
疫
学
」

の
テ
ー
マ
を
提
案

し
ま
す
。

生
活
環
境
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

地
域
内
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
、
多
様

な
主
体
と
協
働

し
、
持
続
性
の
あ

る
健
康
づ
く
り
を

行
い
ま
す
。

め
ざ
す
健
康
福
祉
像

　
「
市
民
総
健
康
」
と
「
生
涯
現
役
」

・
結
婚
支
援
事
業
（
4
5
0
万
円
）

・
食
育
推
進
事
業
（
2
4
2
万
円
）

・
学
校
給
食
に
お
け
る
域
産
域
消
推
進
事
業
（
3
8
万
円
）

・
家
庭
教
育
啓
発
推
進
事
業
（
4
2
万
円
）

・
家
庭
教
育
推
進
事
業
（
7
0
万
円
）

・
地
域
の
乳
幼
児
期
親
子
の
学
習
交
流
支
援
事
業
（
1
4
8
万
円
）

・
地
域
の
学
齢
期
親
子
の
学
習
交
流
支
援
事
業
（
7
6
万
円
）

・
地
域
の
健
康
学
習
交
流
支
援
事
業
（
3
6
万
円
）

・
す
こ
や
か
親
子
・
子
育
て
支
援
事
業
（
5
2
6
万
円
）

・
健
康
診
査
事
業
（
が
ん
検
診
）
（
9
,6
8
5
万
円
）

 ・
訪
問
指
導
事
業
（
再
掲
）

 ・
健
康
福
祉
委
員
等
活
動
事
業
（
再
掲
）

・
運
動
に
よ
る
健
康
づ
く
り
事
業
（
3
4
万
円
）

・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業
（
1
5
6
万
円
）

・
や
ま
び
こ
マ
ー
チ
開
催
事
業
（
2
3
7
万
円
）

・
風
越
登
山
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
業
（
1
0
2
万
円
）

・
森
林
ふ
れ
あ
い
事
業
（
7
8
万
円
）

・
エ
コ
ラ
イ
フ
啓
発
普
及
事
業
（
3
1
8
万
円
）

・
環
境
に
や
さ
し
い
交
通
社
会
形
成
事
業
（
4
9
5
万
円
）

・
天
龍
峡
活
性
化
事
業
（
9
4
9
万
円
）

・
名
桜
鑑
賞
誘
客
事
業
（
1
4
9
万
円
）

・
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
（
6
4
万
円
）

・
ま
ち
な
か
誘
客
促
進
事
業
（
5
2
万
円
）

・
市
民
バ
ス
等
運
行
事
業
（
9
,9
5
1
万
円
）

・
訪
問
指
導
事
業
（
1
1
6
万
円
）

・
健
康
相
談
事
業
（
3
7
9
万
円
）

・
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
【
特
会
】
（
3
,6
3
1
万
円
）

・
特
定
保
健
指
導
事
業
【
特
会
】
（
1
3
0
万
円
）

・
健
康
福
祉
委
員
等
活
動
事
業
（
3
6
3
万
円
）

・
ほ
い
ほ
い
介
護
予
防
事
業
【
特
会
】
（
2
,9
9
3
万
円
）

・
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
1
,1
5
3
万
円
）

・
は
つ
ら
つ
介
護
予
防
事
業
【
特
会
】
（
5
8
3
万
円
）

・
認
知
症
対
策
連
携
強
化
事
業
【
特
会
】
（
6
5
0
万
円
）

・
高
齢
者
健
康
相
談
事
業
【
特
会
】
（
1
0
3
万
円
）

・
い
き
い
き
リ
ハ
ビ
リ
事
業
【
特
会
】
（
1
,0
4
9
万
円
）

・
高
齢
者
の
運
動
に
よ
る
健
康
づ
く
り
事
業
【
特
会
】
（
4
2
万
円
）

・
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
育
成
支
援
事
業
（
6
2
7
万
円
）

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
【
特
会
】
（
9
,0
2
3
万
円
）

・
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
【
特
会
】
（
1
2
9
万
円
）

◎
高
齢
者
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
（
1
,5
1
0
万
円
）

・
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
【
特
会
】
（
1
,8
0
0
万
円
）
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災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

平
成
2
6
年
度
当
初
予
算
資
料

◎
災
害
情
報
等
提
供
シ
ス
テ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　
（
2
8
1
万
円
）

　
　
 災
害
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
 （
1
6
5
万
円
）
、
公
共
コ
モ
ン
ズ
 (
1
2
万
円
）

　
　
　
防
災
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
 （
1
0
4
万
円
）

 ・
 中
山
間
地
域
に
お
け
る
避
難
等
の
あ
り
方
検
討
　
 　
（
1
0
0
万
円
）

 ・
 自
主
防
災
会
の
育
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　
（
8
4
3
万
円
）

　
　
　
拠
点
モ
デ
ル
地
区
で
の
防
災
訓
練
実
施
（
橋
南
）
（
4
0
万
円
）

　
　
　
自
主
防
災
組
織
施
設
整
備
事
業
補
助
金
等
 （
8
0
3
万
円
）

 ・
 防
災
行
政
無
線
保
守
、
修
繕
等
維
持
管
理
ほ
か
 （
1
,3
2
5
万
円
）

 ･
 戸
建
木
造
住
宅
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
補
助
 　
 （
1
,5
7
5
万
円
）

 ･
 災
害
危
険
住
宅
の
移
転
に
係
る
補
助
　
　
　
　
　
　
　
 （
5
8
0
万
円
）

 ・
 防
災
啓
発
番
組
作
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゼ
ロ
予
算
）

　
　
　
飯
田
、
伊
那
、
駒
ヶ
根
３
市
と
O
ID
E
長
姫
高
校
に
よ
る
啓
発
番
組

気
象
等
の
注
意

報
、
警
報
及
び
災

害
情
報
の
提
供
、

地
区
防
災
訓
練
の

支
援
等
に
よ
り
減

災
対
策
の
推
進
に

取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
災
害
危
険
住

宅
等
へ
の
補
助
事

業
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

本
庁
舎
の
耐
震
化

危
機
管
理
機
能
の
確

保
の
た
め
新
庁
舎
の

建
設
を
進
め
ま
す
。

災
害
時
避
難
施
設

防
災
拠
点
施
設
と
な
る

公
民
館
、
学
校
等
の

耐
震
化
を
進
め
ま
す
。

の
耐
震
化

災
害
拠
点
施
設
等
の
耐
震
化
2
7
億
1
,1
8
3
万
円

・
 消
防
団
活
動
運
営
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
億
7
,6
6
6
万
円
）

　
　
　
消
防
団
交
付
金
　
（
１
億
4
9
9
万
円
）

　
　
　
活
動
消
耗
品
　
（
活
動
服
、
防
火
衣
等
）
 ほ
か
　
（
7
,1
6
7
万
円
）

・
 救
急
・
救
助
訓
練
用
備
品
の
整
備
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　
 　
（
1
0
1
万
円
）

　
　
　
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
等

・
 消
防
団
車
両
、
機
関
、
詰
所
等
の
維
持
管
理
　
　
　
 　
　
　
 （
1
,7
7
2
万
円
）

　
　
　
消
防
自
動
車
車
検
点
検
整
備
　
（
2
6
7
万
円
）

　
　
　
広
域
消
防
施
設
使
用
料
 ほ
か
 （
1
,5
0
5
万
円
）

◎
消
防
自
動
車
等
の
更
新
整
備
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
  
　
（
5
,2
1
1
万
円
）

　
　
　
ポ
ン
プ
自
動
車
１
台
　
（
1
,4
2
2
万
円
）

　
　
　
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
３
台
　
（
2
,6
6
8
万
円
）

　
　
　
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
搬
送
車
２
台
ほ
か
　
（
1
,1
2
1
万
円
）

・
 耐
震
性
貯
水
槽
の
設
置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
（
2
,6
7
4
万
円
）

　
　
　
上
郷
、
下
久
堅
、
羽
場
、
松
尾
　
　
各
4
0
ｔ規
模
 （
各
6
6
8
万
円
）

・
 消
防
団
詰
所
の
整
備
、
修
繕
等
維
持
管
理
　
 　
　
　
　
　
　
 （
1
,0
2
1
万
円
）

　
　
　
旧
南
信
濃
分
団
本
部
詰
所
解
体
 （
2
8
1
万
円
）

　
　
　
ホ
ー
ス
乾
燥
塔
新
設
 ほ
か
（
7
4
0
万
円
）

・
 防
火
水
槽
、
警
鐘
楼
、
消
火
栓
の
維
持
管
理
　
　
　
　
　
  
　
　
 （
1
0
7
万
円
）

第
1
0
次
消
防
力

整
備
計
画
に
基
づ

き
消
防
自
動
車
等

の
整
備
進
め
ま

す
。
ま
た
、
消
防
力
強

化
の
た
め
救
急
・

救
助
訓
練
用
備

品
を
整
備
し
ま

す
。

消
防
力
の
強
化
２
億
8
,5
5
2
万
円

減
災
対
策
の
推
進
4
,7
0
4
万
円

　

◎
災
害
時
優
先
電
話
機
の
整
備
　
　
　
　
　
　
　
 　
　
  
（
3
5
0
万
円
）

　
　
市
内
の
全
避
難
所
に
優
先
電
話
機
3
5
0
台
を
配
備

・
災
害
対
策
備
蓄
資
機
材
の
整
備
  
  
  
　
　
　
　
　
　
  
（
4
5
5
万
円
）

　
　
 備
蓄
倉
庫
へ
の
資
機
材
整
備
、
期
限
付
き
備
蓄
品
の
更
新

・
防
災
専
門
員
の
配
置
　
　
　
　
　
　
　
  
　
　
　
 　
　
　
  
（
2
4
8
万
円
）

　
　
 防
災
資
機
材
の
管
理
及
び
啓
発
活
動
の
専
門
員
配
置

災
害
対
策
備
蓄
資
機
材

等
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

災
害
対
策
整
備

1
,0
5
3
万
円

　

避
難
路
と
な
る

道
路
、
増
水
に

よ
る
危
険
性
の

あ
る
河
川
等
の

整
備
を
進
め
ま

す
。

 ・
 防
災
対
策
避
難
路
道
整
備
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　
　
（
5
,3
1
0
万
円
）

　
　
　
市
内
５
路
線

◎
道
路
等
交
通
施
設
の
自
然
災
害
予
防
　
　
　
　
  
 　
　
 （
3
,2
1
0
万
円
）

　
　
　
市
内
５
路
線

 ・
 緊
急
輸
送
路
に
関
わ
る
橋
り
ょ
う
の
耐
震
補
強
 　
　
　
 　
（
5
1
0
万
円
）

　
　
　
大
平
跨
道
橋
耐
震
補
強

◎
緊
急
輸
送
道
路
沿
道
建
築
物
の
実
態
調
査
 　
　
  
 　
 　
（
6
6
8
万
円
）

　
　
　
耐
震
改
修
促
進
法
の
改
正
に
伴
う
緊
急
輸
送
道
路
の
沿
道
調
査

 ・
 未
整
備
河
川
改
修
箇
所
の
改
修
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
  
（
4
4
5
万
円
）

　
　
　
市
内
５
河
川

 ・
 水
害
予
防
・
河
川
災
害
等
危
険
箇
所
の
改
修
　
　
  
　
（
4
,0
0
0
万
円
）

　
　
　
市
内
６
河
川

道
路
・
橋
り
ょ
う
・
河
川
等
　
１
億
4
,1
4
3
万
円

主
な
事
業
の
予
算
額
　
　
3
1
億
9
,6
3
5
万
円

◎
は
新
規
事
業
も
し
く
は
拡
充
事
業

◎
庁
舎
整
備
　
（
2
1
億
4
,8
9
5
万
円
）

　
　
　
≪
参
考
≫

　
　
　
事
 業
 期
 間
　
　
　
　
H
2
0
～
2
7

　
　
　
総
 事
 業
 費
　
　
　
　
6
3
.0
億
円

　
　
　
う
ち
、
庁
舎
建
設
　
　
4
5
.0
億
円

　
　
　
　
　
新
庁
舎
　
　
　
　
　
3
4
.0
億
円

　
　
　
　
　
現
庁
舎
耐
震
　
　
1
1
.0
億
円

◎
公
民
館
・
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
億
1
,9
2
8
万
円
）

　
　
　
下
久
堅
公
民
館
建
設
工
事

　
　
　
上
久
堅
公
民
館
耐
震
改
修
工
事

　
　
　
丸
山
公
民
館
耐
震
改
修
工
事

◎
小
中
学
校
校
舎
・
体
育
館
等
の
耐
震
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
,3
6
0
万
円
）

　
　
　
浜
井
場
小
学
校
校
舎
外
壁
改
修
工
事

　
　
　
小
学
校
　
体
育
館
照
明
等
耐
震
化
工
事

　
　
　
　
（
H
2
6
実
施
校
　
丸
山
、
千
代
、
上
郷
、
和
田
）

　
　
　
中
学
校
　
武
道
場
、
体
育
館
照
明
等
耐
震
化
工
事

　
　
　
　
（
H
2
6
実
施
校
　
旭
ヶ
丘
、
鼎
、
遠
山
）
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主
な
事
業
の
予
算
額
　
1
0
億
7
,
6
5
1
万
円

○
イ
ン
フ
ラ
・
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
の
検
討
と
実
行

　

○
維
持
補
修
に
よ
る
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
活
用

◎
：
新
規
、
拡
充
事
業

   
既
存
の
道
路

な
ど
イ
ン
フ
ラ

施
設
の
維
持

管
理
的
経
費

へ
の
投
資
を

確
保
す
る
こ
と

で
、
長
寿
命
化

と
あ
わ
せ
既
存

ス
ト
ッ
ク
の
活

用
を
推
進
し
ま

す
。

  
橋
り
ょ
う
、
公
園
、
下
水
道
な
ど
既
存
の
施
設
を
有
効
に
、
長

く
利
用
す
る
た
め
、
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
、
そ
の

計
画
に
基
づ
く
修
繕
工
事
の
実
施
に
取
り
組
み
ま
す
。

平
成
2
6
年
度
当
初
予
算
資
料

　

◆
橋
り
ょ
う
施
設
の
長
寿
命
化
  
１
億
1
,3
0
0
万
円

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 　
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 ※

【
全
体
計
画
】

・
計
画
策
定
年
度
　
Ｈ
2
4

・
第
１
期
計
画
実
施
期
間
　
Ｈ
2
5
～
Ｈ
3
0
２
９

　
　
事
業
費
　
９
億
円

・
修
繕
が
必
要
な
橋
り
ょ
う
数
　
1
1
4
橋

　
※
計
画
は
幹
線
市
道
、
重
要
路
線
の
橋
り
ょ
う
に
対
す
る
も
の

　 【
Ｈ
2
6
実
施
内
容
】

・
詳
細
調
査
・
実
施
設
計
業
務
　
１
橋
予
定
  
1
,0
0
0
万
円

◎
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
　
８
橋
予
定
  
  
１
億
3
0
0
万
円

　
◆
公
園
施
設
の
長
寿
命
化
　
2
,7
0
0
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
【
全
体
計
画
】

　
・
計
画
策
定
年
度
　
Ｈ
2
4
～
Ｈ
2
5

　
・
第
１
期
計
画
実
施
期
間
　
Ｈ
2
5
～
Ｈ
2
7

　
　
　
事
業
費
　
9
,0
0
0
万
円

　
・
修
繕
工
事
が
必
要
な
都
市
公
園
数

　
　
　
3
5
公
園
の
う
ち
2
9
公
園

　
　
※
計
画
は
都
市
公
園
に
対
す
る
も
の

　
【
Ｈ
2
6
実
施
内
容
】

　
　
・
公
園
長
寿
命
化
修
繕
　
　
2
,7
0
0
万
円

　
　
　
神
明
公
園
ほ
か
３
公
園

　
◆
既
存
ス
ト
ッ
ク
活
用
の
た
め
の
維
持
補
修
事
業
　
６
億
4
3
1
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
）
は
Ｈ
2
5
予
算

◎
道
路
ス
ト
ッ
ク
総
点
検
　
　
１
億
2
7
0
万
円
（
-
）

　
　
 道
路
の
法
面
、
照
明
灯
な
ど
附
属
物
の
点
検
、
老
朽
化
の
把
握

・
市
単
土
地
改
良
事
業
　
　
8
,2
0
0
万
円
（
8
,4
9
7
万
円
）

　
　
 農
業
用
施
設
（
農
道
、
農
業
用
水
路
等
）
の
改
修
・
補
修
、
清
掃
等
維
持
管
理

・
道
路
補
修
事
業
　
　
１
億
9
,3
8
8
万
円
（
１
億
9
,4
6
3
万
円
）

　
　
　
路
面
の
陥
没
、
側
溝
の
破
損
、
道
路
構
造
物
の
破
損
に
対
す
る
維
持
補
修

・
道
路
舗
装
補
修
事
業
　
　
１
億
9
,7
1
9
万
円
（
１
億
9
,7
3
4
万
円
）

　
　
　
道
路
舗
装
が
不
良
の
箇
所
の
舗
装
補
修

・
道
路
維
持
管
理
事
業
　
　
2
,2
4
7
万
円
（
2
,5
3
9
万
円
）

　
　
　
道
路
施
設
の
清
掃
、
地
下
歩
道
内
照
明
の
交
換
、
支
障
木
の
伐
採
等

・
河
川
維
持
補
修
事
業
　
　
6
0
7
万
円
（
6
1
1
万
円
）

　
　
　
維
持
補
修
工
事
、
排
水
路
水
門
管
理
等
河
川
の
維
持
管
理

長
寿
命
化
と
は
・
・
・

　
建
物
や
道
路
な
ど
の
施
設
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
耐
用
年
数
が
あ
り
、
耐
用
年
数
を
超
え
た

施
設
は
使
用
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
合
っ
た
方
法
で
、
補
強

や
修
繕
を
し
、
耐
用
年
数
を
長
く
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
が
、
施
設
の
長
寿
命
化
で
す
。

 ◆
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
　
2
0
万
円

【
Ｈ
2
6
実
施
内
容
】

・
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
方
針
の
検
討
◆
下
水
道
管
路
の
長
寿
命
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
2
,0
0
0
万
円

【
全
体
計
画
】

・
計
画
策
定
年
度

　
　
Ｈ
2
4
～
Ｈ
2
5

・
第
１
期
計
画
実
施
期
間

　
　
Ｈ
2
6
～
Ｈ
3
0

　
　
事
業
費
　
６
億
円

・
長
寿
命
化
を
行
う
管
路
　
約
６
㎞

　 【
Ｈ
2
6
実
施
内
容
】

◎
長
寿
命
化
（
管
更
生
）
 約
1
.2
km

　
　
　
　
　
　
　
　
1
億
2
,0
0
0
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
水
道
事
業
特
別
会
計
）

◆
下
水
道
管
路
の
耐
震
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
,4
0
0
万
円

　 【
全
体
計
画
】

・
計
画
策
定
年
度
　
Ｈ
2
5

・
第
１
期
計
画
実
施
期
間
　
Ｈ
2
6
～
Ｈ
3
0

　
　
事
業
費
　
１
億
2
,0
0
0
万
円

・
耐
震
化
を
実
施
す
る
幹
線
管
路

　
の
箇
所
数
　
約
1
5
0
箇
所

【
Ｈ
2
6
実
施
内
容
】

◎
管
口
（
管
渠
と
マ
ン
ホ
ー
ル
の
接
続
部
）

　
 の
耐
震
化
　
1
8
箇
所
　
 1
,9
8
0
万
円

◎
業
務
継
続
計
画
策
定
　
 2
2
0
万
円

◎
液
状
化
調
査
  
  
  
  
  
　
2
0
0
万
円

 ◆
松
尾
浄
化
管
理
セ
ン
タ
ー
の
長
寿
命
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
億
7
,8
0
0
万
円

　
【
全
体
計
画
】

　
・
計
画
策
定
年
度

　
　
　
Ｈ
2
3
～
Ｈ
2
4

　
・
第
１
期
計
画
実
施
期
間

　
　
　
Ｈ
2
6
～
Ｈ
2
9

　
　
　
事
業
費
　
４
億
4
,2
0
0
万
円

　
・
機
能
低
下
改
善
の
た
め
の
脱
水
機
、

　
　
用
水
砂
ろ
過
設
備
、
管
理
棟
の
再
構
築

　
【
Ｈ
2
6
実
施
内
容
】

・
管
理
棟
長
寿
命
化
実
施
設
計
 1
,0
0
0
万
円

◎
砂
ろ
過
再
構
築
実
施
設
計
　
7
0
0
万
円

◎
脱
水
機
再
構
築
　
１
億
6
,1
0
0
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
水
道
事
業
特
別
会
計
）

 ◆
松
尾
浄
化
管
理
セ
ン
タ
ー
管
理
棟

  
 の
耐
震
化
 　
　
　
　
　
  
1
,0
0
0
万
円

  
【
全
体
計
画
】

  
 ・
計
画
策
定
年
度

　
　
 　
Ｈ
2
5
～
Ｈ
2
6

  
 ・
計
画
実
施
期
間

　
　
 　
Ｈ
2
6
～
Ｈ
2
7

　
 　
  
事
業
費
  
１
億
1
,0
0
0
万
円

  
【
Ｈ
2
6
実
施
内
容
】

　
 ◎
管
理
棟
耐
震
化
実
施
設
計

  
  
  
  
  
  
  
  
  
　
  
  
 1
,0
0
0
万
円
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リ
ニ
ア
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
モ
デ
ル
都
市
づ
く
り

～
山
・
里
・
街
の
暮
ら
し
に
ふ
さ
わ
し
い
低
炭
素
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実
践
～

平
成
2
6
年
度
当
初
予
算
資
料

　
2
0
3
0
年
に
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
地
域
全
体
で
4
0
％
削
減
す
る
と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
低
炭
素
社
会
を
推
進
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
や

供
給
イ
ン
フ
ラ
の
最
適
利
用
を
図
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
「
山
」
「
里
」
「
街
」
の
暮
ら
し
の
中
で
、
「
お
ひ
さ
ま
」
「
も
り
」
「
み
ず
」
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
域
産
域
消
と
ス
マ
ー
ト
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
を
目
指
し
、
リ
ニ
ア
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

主
な
事
業
の
予
算
額
　
２
億
8
,8
4
3
万
円

　
◎
：
新
規
、
拡
充
事
業

 ・
 地
域
公
共
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
事
業
の
推
進

　
　
 　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
支
援
審
査
会
の
運
営
（
1
1
5
万
円
）

　
　
◎
分
権
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
治
推
進
（
2
0
0
万
円
）

・
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
を
円
滑
に
成
立
さ
せ
る
市
の
政
策
的
支
援
手
法
の
構
築

　
　
　
環
境
モ
デ
ル
都
市
行
動
計
画
進
行
管
理
事
業
（
1
6
7
万
円
）

　
　
◎
T
A
S
K
Iプ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
環
境
首
都
創
造
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
参
画
（
7
1
万
円
）

◆
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
　
　
（
5
5
3
万
円
）

・
戸
建
の
建
物
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
設
置
の
推
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
住
宅
、
事
務
所
、
公
共
施
設
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
）

　
　
　
太
陽
光
発
電
、
初
期
投
資
０
円
型
太
陽
光
発
電
設
置
補
助
（
3
,2
4
6
万
円
）

・
企
業
等
と
の
協
働
に
よ
る
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

　
　
　
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
い
い
だ
P
R
、
管
理
（
5
6
4
万
円
）

・
太
陽
熱
の
高
度
利
用

　
　
　
太
陽
熱
温
水
器
設
置
補
助
（
1
2
0
万
円
）

◆
お
ひ
さ
ま
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
域
産
域
消
の
推
進
　
 （
3
,9
3
0
万
円
）

・
資
源
の
確
保
か
ら
流
通
ま
で
の
体
制
構
築

　
　
　
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
、
薪
ス
ト
ー
ブ
設
置
補
助
ほ
か
（
6
6
4
万
円
）

・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

　
◎
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
熱
戦
略
的
利
活
用
（
1
0
0
万
円
）

・
地
域
産
材
を
活
用
し
た
住
宅
・
建
物
に
よ
る
省
エ
ネ
推
進

　
◎
飯
田
の
木
で
家
を
建
て
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
（
3
0
2
万
円
）

　
◎
地
域
振
興
住
宅
整
備
事
業
（
１
億
1
,4
4
8
万
円
）

◆
も
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
域
産
域
消
の
推
進
 　
　
 （
１
億
2
,5
1
4
万
円
）

・
低
炭
素
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
「
見
え
る
化
」
と
市
民
ぐ
る
み
で
の
推
進

　
　
　
エ
コ
ラ
イ
フ
普
及
啓
発
事
業
（
3
1
8
万
円
）

　
 ◎
旧
飯
田
測
候
所
活
用
事
業
（
4
4
7
万
円
）

・
地
域
版
省
エ
ネ
建
築
・
改
修
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
活
用
に
よ
る
建
築
物
の
省
エ
ネ
化

　
　
　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業
（
2
8
万
円
）

・
地
域
ぐ
る
み
環
境
IS
O
研
究
会
の
先
導
的
な
省
エ
ネ
事
業
の
全
域
展
開

　
　
　
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
普
及
事
業
（
4
3
万
円
）

◆
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
省
エ
ネ
推
進
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
3
6
万
円
）

・
山
・
里
・
街
の
暮
ら
し
に
ふ
さ
わ
し
い
次
世
代
自
動
車
の
普
及
と
イ
ン
フ
ラ
整
備

　
　
　
電
気
自
動
車
、
B
D
F
車
管
理
（
1
8
9
万
円
）

・
市
民
共
同
に
よ
る
自
転
車
利
用
の
推
進

　
　
　
自
転
車
市
民
共
同
利
用
シ
ス
テ
ム
運
営
（
3
0
3
万
円
）

・
公
共
交
通
機
関
の
充
実
と
利
便
性
の
向
上

  
 　
 市
民
バ
ス
等
運
行
事
業
（
9
,9
5
1
万
円
）

　
　
　
電
気
小
型
バ
ス
実
証
運
行
事
業
（
2
3
7
万
円
）

◆
交
通
手
段
の
低
炭
素
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 （
１
億
6
8
0
万
円
）

・
中
山
間
地
域
に
お
け
る
自
給
型
市
民
発
電
事
業
の
推
進

　
◎
上
村
に
お
け
る
小
水
力
市
民
共
同
発
電
に
向
け
た
取
組
（
3
0
0
万
円
）

・
マ
イ
ク
ロ
小
水
力
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
同
発
電
の
推
進

　
　
 マ
イ
ク
ロ
小
水
力
発
電
の
実
証
実
験
（
千
代
）
（
3
0
万
円
）

◆
み
ず
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
域
産
域
消
の
推
進
　
　
　
　
　
（
3
3
0
万
円
）
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◆
リ
ニ
ア
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
で
目
指
す
都
市
像
の
実
現
に
向
け
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
「
３
本
柱
」
で
、
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
 

  
  

                                 

リ
ニ
ア
推
進
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
 
～
リ
ニ
ア
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
て
～
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主
な
事
業
の
予
算
額
 
3
2
億
5,
5
8
8
万
円
 

◆
リ
ニ
ア
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
で
目
指
す
都
市
像
の
実
現
に
向
け
、
訪
れ
る
人
に
感
動
を
与
え
、
住
む
人
が
誇
り
に
思
え
る
地
域
づ
く
り
を
念
頭
に
置
き
「
３
本
柱
」
で
進
め
ま
す
。
 
 
 
 

リ
ニ
ア
未
来
都
市
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
を
戦
略
的
な
取
り
組
み
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
業
と
位
置
付
け
、
「
共
創
の
場
」
か
ら
更
な
る
戦
略
的
な
取
り
組
み
を
創
造
し
ま
す
。
 

人
材
サ
イ
ク
ル
構
築
の
「
三
つ
く
り
」
の
う
ち
次
の
８
つ
の
視
点
（
★
）
を
先
行
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

人
づ
く
り
 

ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
も
つ
人
づ
く
り
、
飯
田
を
起
点
に
グ
ロ
ー
バ
ル
に

活
躍
で
き
る
人
づ
く
り
、
デ
ザ
イ
ン
力
を
持
ち
感
動
を
与
え
る
人
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。
 
21
億
6
79
万
円
 

 ★
地
育
力
に
よ
る
地
域
人
材
教
育
 

・
地
育
力
に
よ
る
こ
こ
ろ
豊
か
な
人
づ
く
り
【
19
億
9
,2
37
万
円
】 

★
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
 

・
多
様
な
主
体
が
活
躍
す
る
地
域
支
援
 

 
 
→
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
交
付
金
【
1
億
円
】
 

 
 →
ム
ト
ス
飯
田
支
援
事
業
【
1
,0
0
0
万
円
】
 

→
元
気
な
農
村
づ
く
り
推
進
事
業
【
5
1
万
円
】
 

★
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
★
学
術
研
究
都
市
の
創
造
 

 ・
大
学
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
事
業
【
3
91
万
円
】
 

産
業
づ
く
り
 

リ
ニ
ア
時
代
を
見
据
え
、
高
付
加
価
値
化
に
向
け
た
産
業
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。
 
2
億
9
,4
18
万
円
 

 ★
新
た
な
産
業
の
創
出
 

・
産
業
用
地
整
備
事
業
【
2
,5
0
0
万
円
】
 

・
起
業
家
発
掘
事
業
【
6
1
2
万
円
】 

・
意
欲
あ
る
農
業
者
支
援
事
業
【
3
,3
1
3
万
円
】
 

★
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
 

・
航
空
宇
宙
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
推
進
事
業
【
1
,0
07
万
円
】
 

・
６
次
産
業
化
推
進
事
業
【
2
億
5
00
万
円
】
 

・
『
市
田
柿
』
ブ
ラ
ン
ド
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
【
1
,4
8
6
万
円
】
 

リ
ニ
ア
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
 

柱
３
 
戦
略
的
地
域
づ
く
り
 
2
5
億
6
,8
1
3
万
円
 

小
さ
な
世
界
都
市
 

多
機
能
高
付
加
価
値
都
市
圏
 

守
る
べ
き
も
の
・
備
え
る
べ
き
も
の
 

多
様
な
主
体
 

リ
ニ
ア
本
体
工
事
の
進
捗
に
合
わ
せ
て
Ｊ
Ｒ
東
海
、
県
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
調
整
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
自
然
環
境
や
生
活
環
境
の
変
化
に
対
す
る
市
民
の
不
安
や
心
配
が
払
拭
さ
れ
る
よ
う
ＪＲ
東

海
や
関
係
機
関
と
対
応
に
努
め
ま
す
。
 

柱
１
 
リ
ニ
ア
本
体
工
事
関
連
  

「
リ
ニ
ア
を
見
据
え
た
都
市
構
造
」
を
基
本
と
し
て
、
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
構
想
を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
リ
ニ
ア
駅

(広
域
交
流
拠
点

)と
中
心
市
街
地

(中
心
拠
点

)の
機
能
連
携
の
検
討
、
座
光
寺
Ｐ
Ａ

へ
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
設
置
に
関
す
る
調
査
、
土
地
利
用
の
見
直
し
な
ど
社
会
基
盤
整
備
に
必
要
な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

 
・
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
基
本
構
想
の
策
定
【

3,
10

6
万
円
】
 
 
・
拠
点
間
機
能
連
携
調
査
の
実
施
【

30
0
万
円
】
 
 
・
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
に
関
す
る
調
査
【

5,
00

0
万
円
】

 
・
中
心
市
街
地
の
活
性
化
【

3
億

1,
85

0
万
円
】・
天
龍
峡
の
活
性
化
【

4,
14

0
万
円
】・
遠
山
郷
の
活
性
化
【

1
億

4,
37

9
万
円
】・
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
飯
田
駅
整
備
推
進
基
金
へ
の
積
み
立
て
【

1
億
円
】 

柱
２
 
社
会
基
盤
整
備
関
連
 
 
6
億
8
,7
7
5
万
円
 

地
域
づ
く
り
 

こ
の
地
域
の
個
性
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
億
6
,1
1
6
万
円
 

★
環
境
モ
デ
ル
都
市
 

・
『
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
治
』
の
推
進
【
2
00
万
円
】
 

・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
戦
略
的
熱
利
用
の
検
討
【
1
0
0
万
円
】
 

・
市
民
参
加
型
の
小
水
力
、
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
の
推
進
 

【
3
29
万
円
】
 

・
お
ひ
さ
ま
と
も
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業
【
4
,6
28
万
円
】
 

 
・
エ
コ
ラ
イ
フ
の
普
及
啓
発
【
3
4
6
万
円
】
 

★
守
る
べ
き
も
の
、
備
え
る
べ
き
も
の
 

・
恒
川
遺
跡
群
の
保
存
活
用
【
1
,6
6
9
万
円
】
 

・
春
草
生
誕
地
記
念
公
園
の
整
備
【
8
,0
4
7
万
円
】
 

・
旧
飯
田
測
候
所
の
活
用
【
4
4
7
万
円
】
 

・
愛
宕
蔵
の
保
存
活
用
【
3
5
0
万
円
】
 

戦
略
的
な
取
り
組
み
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
業
 
…
 
リ
ニ
ア
未
来
都
市
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
【
6
00
万
円
】
 
（
★
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
）
 

リ
ニ
ア
地
域
づ
く
り
ム
ト
ス
実
践
会
議
な
ど
の
『
共
創
の
場
』
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第
２
期
飯
田
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
推
進

第
２
期
飯
田
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
で
は
、
重
点
課
題
を
解
決
す
る
た
め
４
つ
の
基
本
方
針
と
３
つ
の
目
標
を
掲
げ
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
実
現
に
向
け
た
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

主
な
事
業
の
予
算
額
　
６
億
8
,5
8
1
万
円

（
庁
舎
整
備
事
業
2
1
億
円
4
,8
9
5
万
円
を
除
く
）

平
成
2
6
年
度
当
初
予
算
資
料

重
点
課
題

地
域
の
魅
力
の

さ
ら
な
る
向
上

商
店
街

活
性
化

ま
ち
な
か

居
住
の
推
進

交
通
基
盤
の

強
化

基
本
的
な
方
針

目
標

重
点
課
題
解
決
に
向
け
た
目
標
達
成
の
た
め
の
平
成
2
6
年
度
実
施
事
業

市
街
地
の
整
備
改
善
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
億
1
,7
4
8
万
円

都
市
福
利
施
設
の
整
備
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
,4
3
6
万
円

商
業
の
活
性
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
7
,7
2
2
万
円

公
共
交
通
機
関
の
利
便
性
の
増
進
及
び
特
定
事
業
の
推
進
 　
3
,6
7
5
万
円

◎
歩
道
整
備
及
び
道
路
改
良
等
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
億
1
,2
0
0
万
円
）

　
安
心
・
安
全
な
交
通
の
た
め
の
歩
車
道
整
備

　
桜
並
木
の
整
備
検
討

◎
公
園
整
備
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 （
１
億
4
7
万
円
）

　
菱
田
春
草
生
誕
地
を
記
念
し
た
公
園
の
整
備
、
東
栄
公
園
の
整
備

◎
愛
宕
蔵
活
用
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 （
3
5
0
万
円
）

　
保
存
活
用
の
た
め
の
修
繕
、
説
明
板
設
置
等
の
実
施

◎
空
き
家
対
策
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
　
（
1
5
1
万
円
）

　
モ
デ
ル
地
区
の
独
自
の
取
り
組
み
へ
の
支
援
等

◎
子
育
て
・
子
ど
も
サ
ロ
ン
等
の
拠
点
整
備
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
9
万
円
）

　
（
仮
称
）
こ
ど
も
家
庭
応
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
準
備

◎
旧
飯
田
測
候
所
活
用
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
7
万
円
）

　
環
境
政
策
の
情
報
発
信
拠
点
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
し
て
管
理

・
動
物
園
管
理
運
営
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
,6
9
0
万
円
）

◎
飯
田
駅
周
辺
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
拠
点
間
機
能
連
携
調
査
  
　
　
　
　
（
7
5
0
万
円
）

　
飯
田
駅
周
辺
整
備
の
検
討
及
び
広
域
交
通
拠
点
と
の
連
携
強
化

・
環
境
配
慮
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
,6
8
8
万
円
）

　
自
転
車
市
民
共
同
利
用
、
お
ひ
さ
ま
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
推
進

・
電
気
小
型
バ
ス
運
行
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
7
万
円
）

◎
地
域
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
事
業
　
　
　
　
　
　
 　
（
3
,6
4
3
万
円
）

　
菱
田
春
草
生
誕
1
4
0
周
年
記
念
事
業
、
美
術
博
物
館
事
業
な
ど

　
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
、
活
用
に
よ
る
新
た
な
魅
力
の
形
成

・
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
開
催
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
（
3
,0
0
0
万
円
）

・
人
形
劇
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 （
3
,9
8
6
万
円
）

　
川
本
喜
八
郎
人
形
美
術
館
の
運
営
な
ど

・
り
ん
ご
並
木
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　
 （
5
0
1
万
円
）

　
歩
行
者
天
国
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
の
創
出

・
桜
並
木
活
用
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　
  
（
1
4
9
万
円
）

　
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
、
お
花
見
を
よ
り
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
事
業
の
実
施

・
ツ
ア
ー
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
南
信
州
ス
テ
ー
ジ
開
催
事
業
　
　
　
　
　
  
（
7
3
0
万
円
）

・
飯
田
り
ん
ご
ん
開
催
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　
　
　
　
　
　
 　
  
（
4
8
0
万
円
）

・
文
化
的
・
商
業
的
イ
ベ
ン
ト
実
施
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　
　
　
 （
1
,4
3
7
万
円
）

　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
友
に
音
楽
祭
、
や
ま
び
こ
マ
ー
チ
な
ど
の
開
催

◎
商
業
活
性
化
総
合
支
援
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 （
5
5
6
万
円
）

　
地
元
商
店
と
連
携
し
た
消
費
拡
大
対
策
事
業
の
実
施
、

　
に
ぎ
わ
い
創
出
店
舗
活
用
事
業
、
い
い
だ
「
ま
ち
ゼ
ミ
」
な
ど
の
実
施

◎
起
業
支
援
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　
　
 （
7
4
9
万
円
）

　
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
実
施
、
起
業
講
座
の
開
催
な
ど

・
ま
ち
な
か
観
光
活
性
化
事
業
、
情
報
発
信
事
業
　
　
　
　
　
　
　
 　
　
 （
5
0
6
万
円
）

・
補
完
的
交
通
手
段
（
自
転
車
等
）
の
導
入
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 （
4
9
2
万
円
）

　
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
利
用
推
進
な
ど

・
伊
那
谷
の
自
然
と
文
化
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
発
信
事
業
　
　
 （
1
,4
9
3
万
円
）

・
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
都
市
交
通
基
盤
整
備

・
多
様
な
主
体
と
の
連
携
と
交
流
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

・
地
域
固
有
の
価
値
の
再
認
識

・
暮
ら
し
の
視
点
か
ら
の
新
た
な
価
値
創
造

・
人
々
の
交
流
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
の
回
復

・
地
域
の
魅
力
再
発
見
に
よ
る
文
化
的
暮
ら
し
の
創
造

・
環
境
に
配
慮
し
、
安
心
安
全
な
暮
ら
し
の
実
現

計
画
期
間
　
平
成
2
6
年
４
月
～
平
成
3
1
年
３
月

◎
：
新
規
、
拡
充
事
業
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主
な
事
業
の
予
算
額
　
2
4
億
6
,1
6
6
万
円

～
ゆ
と
り
あ
る
自
然
と
共
生
す
る
暮
ら
し
で
生
命
を
育
み
ま
す
～

 
　

◎
：
新
規
、
拡
充
事
業

 
中
山
間
地
域
と
は
・
・
・
・

　
　
人
口
が
概
ね
3
,
0
0
0
人
以
下
で
、
都
市
計
画
法
に
よ
る
計
画

 
　
が
予
定
さ
れ
て
い
な
い
次
の
地
区
で
す
。

◆
生
活
環
境
基
盤
の
整
備
　
1
1
億
3
,
1
5
9
万
円

◆
地
域
社
会
の
持
続
性
の
確
保
　
８
億
3
,
4
5
9
万
円
　
　
・
下
久
堅
地
区
（
3
,
1
2
8
人
）
 
・
上
久
堅
地
区
（
1
,
4
3
9
人
）

　
　

　
　
・
千
代
地
区
（
1
,
8
2
8
人
）
　
 
・
龍
江
地
区
（
3
,
0
1
7
人
）

　
〈
重
点
事
業
〉

　
〈
重
点
事
業
〉

　
　
・
三
穂
地
区
（
1
,
5
3
1
人
）
　
　

　
・
道
路
橋
り
ょ
う
整
備
（
１
億
6
,
0
7
0
万
円
）
　
　

　
◎
中
山
間
地
域
振
興
（
1
,
0
2
9
万
円
）

　
　
　
上
村
１
号
線
、
上
村
４
号
線
、
上
村
1
5
0
号
線
ほ
か

　
　
　
地
域
課
題
の
調
査
研
究
、
地
域
振
興
の
支
援

（
遠
山
郷
）

　
◎
地
域
振
興
住
宅
整
備
、
管
理
（
１
億
1
,
6
7
1
万
円
）

　
・
過
疎
地
域
に
お
け
る
定
住
促
進
（
7
6
2
万
円
）

　
　
・
上
村
地
区
　
（
過
疎
指
定
地
域
）
（
4
8
9
人
）

　
・
高
齢
者
福
祉
施
設
の
整
備
・
運
営
（
8
6
8
万
円
）

　
　
　
地
区
住
民
の
定
住
、
若
者
定
住
の
促
進

　
　
・
南
信
濃
地
区
（
過
疎
指
定
地
域
）
（
1
,
6
8
3
人
）

　
　
　
南
信
濃
福
祉
の
里
整
備
ほ
か

　
・
児
童
ク
ラ
ブ
、
放
課
後
こ
ど
も
教
室
（
8
7
6
万
円
）

　
〈
そ
の
他
の
事
業
〉

　
◎
小
・
中
連
携
一
貫
教
育
の
推
進
（
1
,
1
5
4
万
円
）

平
成
2
6
年
１
月
末
現
在
住
民
登
録
人
口
よ
り

　
・
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
（
2
4
0
万
円
）

　
◎
教
育
環
境
の
整
備
、
学
習
交
流
施
設
の
運
営

　
◎
下
水
処
理
施
設
の
維
持
管
理
（
１
億
5
,
0
2
7
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
億
6
,
8
5
5
万
円
）

◆
就
業
機
会
の
確
保
　
１
億
6
,
3
4
4
万
円

　
・
遠
山
簡
易
水
道
整
備
及
び
維
持
管
理
（
8
,
8
0
3
万
円
）

　
　
　
竜
峡
調
理
場
改
築
、
上
村
小
学
校
支
援
、

　
◎
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
（
8
,
5
8
1
万
円
）

　
　
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
、
つ
ど
い
の
広
場
運
営
ほ
か

　
◎
観
光
施
設
の
管
理
運
営
・
整
備
（
9
,
5
8
7
万
円
）

　
・
国
土
調
査
（
遠
山
地
区
）
（
1
,
8
5
0
万
円
）

　
　
　
上
村
振
興
公
社
、
南
信
濃
振
興
公
社
へ
の
指
定
管
理
料

　
・
市
民
共
同
小
水
力
発
電
へ
の
支
援
（
3
3
0
万
円
）

　
〈
そ
の
他
の
事
業
〉

　
　
　
遠
山
郷
の
観
光
施
設
改
修
ほ
か

　
◎
公
民
館
の
耐
震
化
（
４
億
5
,
7
7
2
万
円
）

　
　
・
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
交
付
金
（
1
,
9
2
3
万
円
）

　
◎
大
平
保
養
セ
ン
タ
ー
整
備
（
1
,
5
4
0
万
円
）

　
　
　
下
久
堅
公
民
館
、
上
久
堅
公
民
館

　
◎
集
会
所
整
備
（
8
6
0
万
円
）

　
・
福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー
の
運
営
（
4
,
9
5
8
万
円
）

　
・
災
害
対
策
備
蓄
整
備
（
1
0
2
万
円
）

　
・
農
林
関
係
施
設
の
運
営
（
2
5
9
万
円
）

　
◎
消
防
体
制
強
化
（
3
,
8
4
5
万
円
）
　
消
防
ポ
ン
プ
車
ほ
か

◆
農
地
・
山
林
の
資
源
管
理
と
振
興

◆
公
益
的
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
　
１
億
4
,
1
5
1
万
円

◆
地
域
資
源
・
地
域
文
化
・
自
然
環
境

１
億
5
,
6
4
8
万
円

の
継
承
と
保
全
　
3
,
4
0
5
万
円

　
〈
重
点
事
業
〉

　
〈
重
点
事
業
〉

　
〈
重
点
事
業
〉

　
・
中
山
間
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
（
2
2
7
万
円
）

　
・
市
民
バ
ス
等
運
行
（
5
,
4
1
1
万
円
）
　
　

　
◎
遠
山
郷
観
光
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
（
9
,
0
6
2
万
円
）

　
　
　
上
村
地
区
急
傾
斜
畑
土
留
め
整
備

　
　
　
遠
山
郷
高
校
通
学
支
援
バ
ス
の
運
行

 
 
　
　
遠
山
郷
観
光
案
内
看
板
整
備
、
観
光
協
会
体
制
強
化

　
◎
林
道
整
備
（
4
,
5
7
5
万
円
）

 
 
　
　
乗
合
バ
ス
、
乗
合
タ
ク
シ
ー

　
　
　
観
光
施
設
の
管
理
運
営
・
整
備
（
再
掲
分
 
7
,
6
2
7
万
円
）

　
　
　
川
合
線
、
御
池
山
線
、
赤
石
線
、
三
ツ
沢
線
、
伊
藤
線

　
◎
旧
木
沢
小
学
校
給
食
室
整
備
（
3
1
0
万
円
）

　
◎
森
林
整
備
（
3
,
4
2
3
万
円
）

　
〈
そ
の
他
の
事
業
〉

　
・
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
（
6
4
万
円
）

　
・
診
療
所
の
運
営
（
5
,
5
4
8
万
円
）

　
・
伝
統
文
化
の
保
存
伝
承
（
1
5
6
万
円
）

　
〈
そ
の
他
の
事
業
〉

　
　
　
上
村
、
上
村
歯
科
、
三
穂

　
・
土
地
改
良
事
業
（
2
,
7
6
7
万
円
）

　
◎
上
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
運
営
（
2
,
3
8
7
万
円
）

　
〈
そ
の
他
の
事
業
〉

　
・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業
（
4
,
4
7
9
万
円
）

　
・
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
5
3
2
万
円
）

　
・
ツ
ア
ー
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
開
催
事
業
（
7
3
0
万
円
）

　
・
上
村
体
験
農
園
施
設
の
運
営
（
1
7
7
万
円
）

　
◎
有
償
移
送
サ
ー
ビ
ス
（
2
5
4
万
円
）
　

　
◎
南
ア
ル
プ
ス
世
界
遺
産
登
録
推
進
負
担
金
（
2
2
0
万
円
）

　
・
南
信
濃
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー
の
運
営
（
1
9
万
円
）
　

　
・
文
化
施
設
運
営
（
4
9
0
万
円
）

　
中
山
間
地
域
に
お
け
る
定
住
人
口
の
減
少
率
を
抑
え
、
交
流
人
口
を
増
加
さ
せ
る
た
め
に
、
各
事
業
を
戦
略

的
、
総
合
的
に
展
開
し
ま
す
。

　
遠
山
郷
に
お
い
て
は
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に
基
づ
き
地
域
課
題
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

平
成
2
6
年
度
当
初
予
算
資
料
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当初予算における行財政改革

単位：千円

① 歳入確保 23,037

・企業人材確保住宅の入居条件の緩和、使用料の改定など

② 経費節減 296,478

・昇給延伸による人件費の削減 55,939

・事務事業の見直し等による経費削減（68事業） 178,849

・補助金及び負担金の見直し（72事業） 38,259

・特別会計等への繰出金・負担金等の削減（４会計） 23,431

効果総額 319,515

◎ 行財政改革の取組により、社会保障関係経費や居住基盤向上のための経費の増加に

対応しています。

行財政改革による財源捻出
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地方債残高の推移、見込み 単位：百万円

H21 H22 H23 H24

決算 決算 決算 決算

一般会計 40,202 39,903 40,553 40,329 42,215 45,167

臨時財政対策債 10,484 12,438 13,886 15,385 16,938 18,174

臨時財政対策債を除く一般会計債 29,718 27,465 26,667 24,943 25,277 26,993

特別会計等 57,878 56,042 54,181 52,741 50,506 47,682

簡易水道事業 3,721 3,562 693 654 613 576

下水道事業 37,240 36,148 35,045 33,820 32,298 30,642

介護老人保健施設 5 3

ケーブルテレビ放送事業 331 290 249 207 165 122

病院事業 9,869 9,533 9,246 9,387 9,178 8,505

水道事業 6,711 6,506 8,948 8,672 8,252 7,837

98,079 95,945 94,734 93,070 92,721 92,849

87,596 83,507 80,848 77,684 75,783 74,675

△ 2,684 △ 4,089 △ 2,659 △ 3,164 △ 1,901 △ 1,108

H25現計予
算による見込

H26当初予
算による見込

・一般会計、特別会計ともに、継続的に地方債残高の抑制に努めています。臨時財政対策債を除いた平
　成25年度末残高の見込額は、第５次基本構想前の平成18年度と比較して約220億９千万円減少し、
　757億８千万円余になる見込みです。
・平成26年度の一般会計は、庁舎整備事業や学校給食施設整備事業等で残高は増えますが、特別会計
　の償還が進み、飯田市全体の平成26年度末残高は、約11億円減少して746億７千万円余となる見込み
 です。
・財政運営目標では、後期基本計画最終年度の平成28年度末で、臨時財政対策債を除き700億円以下
　に削減することとしています。
・合併特例債の発行額累計は、162億3,380万円になります。発行額の上限は197億6,000万円です。

臨時財政対策債：交付税制度の財源不足に対応して発行する起債で、発行額は国税の状況により決定され、償還時に
全額交付税措置されることから、当市の起債残高の目標には含めないこととしています。

飯田市合計

臨時財政対策債を除く計

臨時財政対策債除く対前年度比

※表示単位未満四捨五入。各項目と合計は一致しない場合がある。
※H25見込みの額はH25からH26への繰越明許費等を考慮しない額。
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基金残高の推移、見込み（一般会計）
単位：百万円

H21 H22 H23 H24

決算 決算 決算 決算

主要４基金 5,185 5,555 5,576 5,984 5,311 4,356

財政調整基金 1,612 1,963 1,964 2,315 2,015 1,515

減債基金 1,435 1,448 1,451 1,455 1,307 1,084

公共施設等整備基金 1,098 1,104 1,106 1,108 958 758

ふるさと基金 1,039 1,040 1,055 1,106 1,031 999

主要４基金対前年度比 △ 245 370 21 408 △ 673 △ 955

その他特定目的基金 3,967 4,648 4,972 5,589 5,984 6,000

庁舎建設基金 2,498 2,497 2,441 2,447 2,344 2,078

地域振興基金 500 800 1,100 1,400 1,700 2,000

リニア中央新幹線飯田駅整備推進基金 0 300 601 901 1,203 1,303

その他 969 1,051 830 841 737 619

定額基金 1,492 1,492 1,492 1,492 1,532 1,532

10,643 11,695 12,040 13,066 12,827 11,888

286 1,052 345 1,026 △ 239 △ 939

※表示単位未満四捨五入。各項目と合計は一致しない場合がある。

・基金のうち、主要４基金（財政調整基金、減債基金、公共施設等整備基金、ふるさと基金）は、各年度の
　財源不足等の調整として活用しています。平成26年度の主要４基金からの繰入額は、予算規模の拡大
　に伴い平成25年度の当初予算に比べて約２億９千万円多い９億5,470万６千円となり、年度末の残高見
　込みは43億5,600万円余となる見込みです。
・財政運営目標では、主要４基金の残高を平成28年度末で30億円程度確保することとしています。
・その他特定目的基金では、リニア中央新幹線飯田駅整備推進基金に１億円、地域振興基金に３億円積
　み立てることとしており、一般会計基金総額は、約118億９千万円となる見込みです。

一般会計基金合計

対前年度比

H26当初予
算による見込

H25現計予
算による見込
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